
４
月
19
日
天
朝
山
に
て
。
水
原
小
学
校
１
・
２
年
生
「
生
活
」
の
時
間

４
月
19
日
天
朝
山
に
て
。
水
原
小
学
校
１
・
２
年
生
「
生
活
」
の
時
間
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水原図書館

市立図書館

市
で
は
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
生
涯
に

わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
に

取
り
組
み
、
健
康
で

心
豊
か
に
充
実
し
た
生
活
が
送
れ
る

よ
う
な
社
会
の
実
現
を
目
標
と
し
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
使
用
料
が
高
い
か
ど
う

か
は
、
利
用
者
・
利
用
目
的
に
よ
っ

て
考
え
方
が
異
な
る
と
思
い
ま
す

が
、
受
益
者
負
担
の
観
点
か
ら
、
平

等
に
１
回
１
０
０
円
の
負
担
を
引
き

続
き
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
後
は
利
用
者
の
負
担

を
少
し
で
も
軽
減
で
き
る
よ
う
、
回

数
券
の
発
行
な
ど
を
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。（
担
当　

ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
）

回
数
券
に
つ
い
て
は
、

４
月
か
ら
次
の
と
お
り
と

な
り
ま
し
た
。

◎
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

回
数
券
（
水
原
総
合
体
育
館
、

笹
神
体
育
館
共
通
）

■
13
枚
綴
り
で
１
、０
０
０
円

（
３
０
０
円
の
減
免
）

お
求
め
は
、
水
原
総
合
体
育
館

ま
た
は
笹
神
体
育
館
で
ど
う
ぞ
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

収
集
回
数
に
つ
き
ま

し
て
は
、
容
器
包
装

類
の
分
別
収
集
が
始

ま
り
、
排
出
量
を
見
な
が
ら
月
１
回

と
し
て
き
ま
し
た
。

新
年
度
か
ら
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

は
月
２
回
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器

包
装
に
つ
い
て
は
、
従
来
月
３
回
の

収
集
を
週
１
回
に
す
る
予
定
で
考
え

て
い
ま
す
。

排
出
時
間
は
、
い
ず
れ
も
収
集
日

の
午
前
８
時
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。勤

務
の
関
係
で
中
に
は
難
し
い

方
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
夜
間

の
排
出
は
ご
遠
慮
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
夜
間
の
排
出
は
、
猫
等
に
あ
ら

さ
れ
た
り
、
い
た
ず
ら
さ
れ
る
恐
れ

が
あ
っ
た
り
し
ま
す
）（
担
当　

市

民
生
活
課
）

４
月
１
日
か
ら
の
「
ご

み
収
集
回
数
表
」
を
下
欄

に
掲
載
し
ま
し
た
。
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

分類種別 安田地区 京ヶ瀬地区 水原地区 笹神地区 備　考

可燃ごみ 週３回 週３回 週３回 週３回

資源
ごみ

金属 月１回 月２回 月２回 月２回

古紙 月１回 月１回 月１回 月１回

ビン類 月１回 月１回 月１回 月１回

ペットボトル 月２回 月２回 月２回 月２回 ４月１日より

プラスチック製容器 毎　週 毎　週 毎　週 毎　週 ４月１日より

紙製容器 ― 月１回 月２回 月１回

燃えないごみ 月１回 月１回 月１回 月１回 蛍光管、陶器ほか

粗大ごみ 月１回 月１回 月１回 月１回

体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
使
用

料
の
高
齢
者
免
除
に
つ
い
て

（
60
代
・
男
性
）
１
月
28
日
付
、
ハ
ガ
キ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
利
用
に
つ
い
て
、
若
い
人
は
体
力
づ
く
り
で
し
ょ

う
が
、
高
齢
層
に
と
っ
て
は
健
康
づ
く
り
で
す
。
運
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

医
療
費
が
削
減
さ
れ
る
例
は
各
地
に
あ
り
ま
す
。

医
療
費
増
大
が
叫
ば
れ
る
今
、
寝
た
き
り
予
防
等
の
観
点
か
ら
も
、
一
律

１
０
０
円
の
利
用
料
を
、
せ
め
て
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
免
除
す
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。

ご
み
の
収
集
に
つ
い
て

（
30
代
・
女
性
）
12
月
26
日
付
、
メ
ー
ル

可
燃
物
の
収
集
に
つ
い
て
は
週
３
日
あ
る
の
で
す
が
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

収
集
が
月
１
回
と
い
う
の
は
少
な
す
ぎ
る
気
が
し
ま
す
。
新
潟
市
で
は
週
１

回
だ
し
、
以
前
住
ん
で
い
た
所
も
週
１
回
で
し
た
。
ぜ
ひ
収
集
日
を
増
や
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
ご
み
を
出
す
時
間
に
つ
い
て
も
、
前
日
の
夜
に
出
せ
る
よ
う
に
し
て

欲
し
い
で
す
。

暮
ら
し
の
声　

市
民
の
声
に
答
え
ま
す

現
在
、
市
立
図
書

館
の
使
用
者
は
、
午

後
５
時
以
降
が
５
〜

６
％
、
午
後
６
時
以

降
は
２
％
台
と
、
時
間
の
進
行
と
と
も

に
利
用
者
が
減
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

日
没
が
早
ま
る
９
月
以
降
は
さ

ら
に
顕
著
に
な
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

こ
の
こ
と
か
ら
８
月
ま
で
は
午

後
７
時
、
９
月
か
ら
は
午
後
６
時
で

閉
館
と
し
て
い
ま
す
。

開
館
時
間
の
延
長
に
つ
き
ま
し

て
は
、
11
月
と
12
月
の
２
ヵ
月
、
市

立
図
書
館
で
試
行
し
て
利
用
状
況
の

把
握
を
行
い
ま
す
。

そ
の
後
、
試
行
実
績
を
参
考
に

図
書
館
協
議
会
で
検
討
い
た
し
ま

市
で
は
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
市
政
に
反
映
さ
せ

る
た
め
、｢

市
長
へ
の
た
よ
り｣

と
い
う
広
聴
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
合
併
元
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
阿
賀
野
市
に
期
待
を
寄
せ

る
皆
様
か
ら
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
一
部
を
、
要
約
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

図
書
館
の
開
館
時
間
を

延
長
し
て
欲
し
い
。

会
社
員
で
あ
る
私
の
帰
宅
時
間
は
午
後
９
時
前
後
で
す
。
夜
間
も
開
館
し

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。 
（
９
月
１
日
付　

匿
名
）、
メ
ー
ル

図
書
館
の
閉
館
時
間
を
通
年
、
午
後
７
時
に
し
て
く
だ
さ
い
。
仕
事
を
終

え
て
か
ら
で
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
。
早
急
な
見
直
し
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
９
月
３
日
付　

20
代
男
性
）
ハ
ガ
キ

す
。（
担
当　

市
立
図
書
館
）

そ
の
後
検
討
し
た
結

果
、
４
月
１
日
よ
り
、
市

立
図
書
館
お
よ
び
水
原
図
書
館

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
開
館
時

開 館 日 開館時間

火～金曜日（４月～ 10月） 午前９時 30 分～午後７時

火～金曜日（11月～翌 3月） 午前９時 30分～午後６時

土・日曜日等 午前９時 30分～午後５時

□休館日
　・毎週月曜日（祝日と重なったときは、翌日も休館）
　・毎月第３木曜日（館内整理日のため）
　・祝日および５月４日（5月５日、11 月３日は開館）
　・年末年始（12月 28 日～翌年 1月 4日）
　・特別整理期間（年間 14日以内）

間
を
延
長
し
ま
し
た
。

な
お
、
安
田
、
笹
神
図
書
館

は
従
前
の
と
お
り
で
す
。

開 館 日 開館時間

月～木曜日（４月～ 10月） 午前９時 30 分～午後７時

月～木曜日（11月～翌 3月） 午前９時 30分～午後６時

土・日曜日等 午前９時 30分～午後５時

□休館日
　・毎週金曜日（祝日と重なったときは、前日も休館）
　・毎月第４木曜日（館内整理日のため）
　・祝日および５月４日（５月５日、11月３日は開館）
　・年末年始（12月 28 日～翌年 1月 4日）
　・特別整理期間（年間 14日以内）
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高
齢
者
や
体
の
ご

不
自
由
な
方
が
窓
口

に
来
ら
れ
た
際
に

は
、
今
ま
で
も
椅
子

の
あ
る
低
い
カ
ウ
ン
タ
ー
で
申
請
書

類
等
を
書
い
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

し
た
が
、
更
に
ご
提
言
の
よ
う
に

『
座
っ
て
書
け
る
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
』

を
追
加
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
遠
視
用
の
眼
鏡
（
老
眼
鏡
）

に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
本
所
・
支

所
の
窓
口
に
配
置
し
ご
利
用
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。（
担
当　

市
民
生

活
課
）

市
で
は
現
在
、
人

の
行
き
来
が
多
い
国

道
49
号
沿
い
の
京
ヶ

瀬
地
区
に
「
道
の
駅
」

を
整
備
す
る
計
画
を
策
定
中
で
す
。

こ
の
道
の
駅
は
、
単
な
る
道
路

利
用
者
の
た
め
の
休
憩
施
設
で
は
な

く
、
地
域
内
外
に
対
す
る
情
報
発
信

や
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
行
う

た
め
の
「
地
域
連
帯
機
能
」
を
有
す

る
施
設
整
備
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

（
担
当　

企
画
政
策
課
）

「
う
ら
ら
の
森
」
は
、

国
土
交
通
省
が
認
定
す
る

「
道
の
駅
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

道
の
駅
的
な
機
能
は
十
分
に
有
し

て
お
り
、
新
た
に
計
画
し
て
い

る
道
の
駅
と
連
携
を
保
ち
つ
つ
、

相
乗
効
果
が
生
ま
れ
る
施
設
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

京
ヶ
瀬
地
区
の
「
道
の
駅
」
に

つ
い
て
は
、
今
月
号
か
ら
連
載
し

て
ご
紹
介
し
ま
す
。
詳
し
く
は
６

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
う
ら
ら
の
森
」
に
道
の
駅
を
設
置
し

て
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　

  

（
70
代
・
男
性
）  

９
月
13
日
付
、
ハ
ガ
キ

　

道
の
駅
は
地
域
連
携
と
一
般
生
活
者
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
大
変

有
意
義
な
施
設
で
す
。

五
頭
山
麓「
う
ら
ら
の
森
」を
道
の
駅
と
し
て
整
備
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

平
成
16
年
度

市
長
へ
の
た
よ
り
か
ら

昨
年
一
年
間
の
、
ハ
ガ
キ
や

メ
ー
ル
等
で
寄
せ
ら
れ
た
ご
意

見
や
苦
情
等
は
、
ち
ょ
う
ど

１
０
０
通
で
し
た
。

そ
の
内
訳
を
大
ま
か
に
分
類

す
る
と
、
次
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。

□
公
共
施
設
へ
の
要
望
…
…

18

□
生
涯
学
習
…
…
…
…
…
…

12

□
職
員
の
応
対
・
接
遇
 
…
…

12

□
環
境
問
題
…
…
…
…
…
…

10

□
交
通
、
土
木
…
…
…
…
…

９

□
行
政
施
策
…
…
…
…
…
…

６

□
学
校
、
保
育
園
…
…
…
…

３

□
観
光
…
…
…
…
…
…
…
…

３

□
各
種
手
当
等
…
…
…
…
…

３

□
そ
の
他
要
望
・
問
題
点
 …
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本
当
は
も
っ
と
多
く
の
方
の

ご
意
見
を
こ
の
紙
面
に
て
掲
載

す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
紙
面

の
都
合
に
よ
り
今
回
は
８
名
の

方
の
み
と
し
ま
し
た
。

今
後
は
半
年
に
１
回
掲
載
す

る
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
回
は
投
稿
者
の
内

容
お
よ
び
回
答
文
を
、
少
し
修

正
し
て
い
る
部
分
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

（
30
代
・
男
性
）
１
月
25
日
付
、
メ
ー
ル

少
子
化
に
よ
り
児
童
数
が
減
少
し
、
現
在
の
学
区
で
は
ひ
と
つ

の
学
年
で
10
人
以
下
の
ク
ラ
ス
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

ど
う
せ
中
学
校
で
一
緒
に
な
る
な
ら
、
他
の
小
学
校
と
の
統
合

を
考
え
て
欲
し
い
で
す
。

市
内
の
い
く
つ
か

の
小
学
校
で
児
童
数

が
10
人
未
満
の
学
年

が
増
え
、
複
式
学
級

の
対
象
に
な
っ
た
り
、
全
校
児
童
数

が
１
０
０
人
未
満
の
小
規
模
校
が
多

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
め
教
育
委
員
会
で
は
平
成

16
年
度
か
ら
「
学
校
整
備
検
討
委
員

会
」
を
設
置
し
、
複
式
学
級
の
解
消

や
学
校
を
適
正
規
模
に
す
る
た
め
の

調
査
や
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

阿
賀
野
市
の
児
童
が
、
整
っ
た
教

育
環
境
の
も
と
で
豊
か
で
楽
し
い
学

市
役
所
の
電
話
応
対
に
つ
い
て

（
匿
名
）
３
月
７
日
付
、
ハ
ガ
キ

現
在
、
一
般
企
業
は
も
ち
ろ
ん
、
県
庁
や
新
潟
市
役
所
等
に
お
い
て
は
、

電
話
を
受
け
取
っ
た
職
員
は
「
○
○
課
、
○
○
で
す
」
と
名
前
を
名
乗
り

ま
す
。
と
こ
ろ
が
阿
賀
野
市
役
所
で
は
、ほ
と
ん
ど
名
乗
る
人
が
い
ま
せ
ん
。

責
任
あ
る
応
対
の
た
め
に
も
、
電
話
で
名
乗
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
投
書
に
つ
い
て

は
、
差
出
人
の
住
所
氏
名

が
書
い
て
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

の
で
、
直
接
ご
本
人
に
は
回
答
書

を
送
付
し
て
い
ま
せ
ん
。

内
部
で
ま
と
め
た
資
料
に
は
、

「
本
来
、
電
話
で
名
乗
る
こ
と
が

基
本
的
な
接
遇
と
は
考
え
て
い

た
が
、
徹
底
さ
れ
て
い

な
い
現
状
が
あ
る
」
と

記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
貴
重
な
ご
意

見
と
し
て
、
総
務
課
で

検
討
し
た
結
果
、
電
話

に
出
る
際
に
は
名
乗
る

こ
と
を
徹
底
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

３
月
の
課
長
会
議
で

周
知
徹
底
を
図
り
、
課

長
を
通
じ
て
全
職
員
に

伝
え
て
あ
り
ま
す
の
で

ご
理
解
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
へ
の
配
慮
に
つ
い
て

（
40
代
男
性
）
３
月
28
日
、
31
日
付
、
ハ
ガ
キ
等

高
齢
者
対
策
と
し
て
、
窓
口
に
低
い
テ
ー
ブ
ル
で
い
す
に
座
り
な
が
ら
記
入

で
き
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
遠
視
用
メ
ガ
ネ
も
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

お寄せください

「市長へのたより」
市では、皆さんのご意見をお待ち

しております。
いただいたご意見は、まず担当課

で原案を作成し、市長に最終判断を
仰いだ後、ご本人に送付いたします。
匿名でいただいたものについても、

すべて目を通し検討しております。
ご意見は、専用ハガキ（市内 22 箇

所の施設に設置）のほか、ホームペー
ジからも投稿できます。

観
光
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
情
報
の
不
足

（
40
代
女
性
）
10
月
24
日
付
、
メ
ー
ル

市
外
に
住
む
友
人
か
ら
阿
賀
野
市
の
観
光
施
設
を
利
用
し
た
い
と
言
わ

れ
、
初
め
て
阿
賀
野
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
拝
見
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
交
通
機
関
の
ア
ク
セ
ス
表
示
等
、
案
内
が
見
当
た
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
集
客
を
考
え
る
な
ら
、施
設
ま
で
の
地
図
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

ご
指
摘
の
件
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
に

改
善
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

お
車
で
の
ア
ク
セ

ス
に
つ
い
て
は
、
主
要
都
市
か
ら
阿

賀
野
市
ま
で
の
高
速
道
路
名
・
距
離
・

主
要
都
市
か
ら
阿
賀
野
市
ま
で
の
鉄

道
路
線
お
よ
び
所
要
時
間
に
、
利
用

駅
な
ど
の
略
図
を
つ
け
て
掲
載
い
た

し
ま
す
。

主
な
観
光
施
設
等
の
見
ど
こ
ろ
に

つ
い
て
は
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
交
え

た
案
内
図
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。（
担

当　

商
工
観
光
課
）

そ
の
後
、
直
ち
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
改
善
し
、
地

図
等
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

ご
確
認
の
う
え
、
さ
ら
に
お
気

づ
き
の
点
が
あ
れ
ば
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

校
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う

に
す
る
た
め
に
も
、
適
正
な
学
校
規

模
が
必
要
で
す
。

今
後
、
各
地
区
で
懇
談
会
も
開
催

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
ま

す
。学

校
は
地
域
に
お
け
る
心
の
拠よ

り

所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
統
合
後
に
残

る
学
校
施
設
を
ど
う
活
用
す
る
か
も

大
き
な
問
題
で
す
。

機
会
あ
る
ご
と
に
地
域
の
皆
様
か

ら
お
話
を
出
し
て
い
た
だ
き
、
地
域

と
し
て
の
方
向
性
も
検
討
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。（
担

当　

学
校
教
育
課
）

「
学
校
整
備
検
討
委
員

会
」
は
、
２
月
25
日
に
第

１
回
、
４
月
25
日
に
第
２
回
の
会

議
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
後
も
月
１
回
程
度
の
ペ
ー
ス

で
開
催
し
、
検
討
委
員
会
と
し
て

の
原
案
を
、
７
月
中
に
ま
と
め
て

い
た
だ
く
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
教
育
委
員
会
で
検
討

し
た
り
、
地
域
で
の
懇
談
会
の
中

で
調
整
し
た
り
し
て
、
方
針
を
決

定
す
る
予
定
で
す
。

統
合
す
る
場
合
の
時
期
や
具
体

的
な
統
合
案
に
つ
い
て
は
、
ご
紹

介
す
る
ま
で
、
今
し
ば
ら
く
お
待

ち
く
だ
さ
い
。



ヨガで心も体も健康に！
　幸福祉まちづくりの一環として、４月９日、水

原保健センターで「健康増進講演会とヨガ体験講

座」が開かれました。

　講師の尚子ロビンソン氏は、「健康とは、体と心、

精神がそろって初めて健康と言える。その全体の

健康（ホリスティック・ヘルス）へと導くものが

ヨガ。」と説明され、参加者は熱心に耳を傾けてい

ました。

　講演後、参加者は早速ヨガを体験。全身の力を

抜いて、自然の呼吸のリズムに合わせ体を動かし、

「体が軽くなった」「気分がスッキリした」と、ヨ

ガの効果を実感していました。

３
人
に
１
人
が

高
齢
者
に
！

阿
賀
野
市
の
現
在
の
高
齢
化
率

（
人
口
に
占
め
る
65
歳
以
上
の
割
合
）

は
約
24
％
。
こ
れ
は
、
単
純
に
い
う

と
市
民
の「
４
人
に
１
人
が
高
齢
者
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の

数
字
は
確
実
に
上
昇
し
、
近
い
将
来

の
阿
賀
野
市
に
は
、
実
に
「
３
人
に

１
人
が
高
齢
者
」
と
い
う
時
代
が
到

来
し
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
当
市
だ
け

の
問
題
で
は
な
く
、
21
世
紀
に
お
け

る
日
本
全
国
の
自
治
体
の
緊
急
な
課

題
で
あ
り
、
け
っ
し
て
大
げ
さ
で
は

な
く
、
近
々
に
、
日
本
は
、
か
つ
て

世
界
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
「
超

高
齢
社
会
」
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
地
域
社
会
の
活

力
や
経
済
情
勢
に
大
き
な
影
響
を
与

え
、さ
ら
に
は
「
要
介
護
者
の
増
加
」

と
い
う
非
常
に
大
き
な
問
題
を
抱
え

る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

福
祉
先
進
国

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
学
ぶ

市
は
、
合
併
直
後
か
ら
、
こ
の

高
齢
者
問
題
を
市
の
最
重
要
課
題
と

し
て
と
ら
え
、
各
種
の
調
査
・
研
究

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
注
目
し
た
の
が
北
欧
の

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
共
和
国
で
す
。
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
は
１
９
８
０
年
代
に
「
施

設
ケ
ア
」
か
ら
「
在
宅
ケ
ア
」
に
切

り
替
え
、
世
界
に
誇
る
効
果
的
な
高

齢
者
対
策
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て

い
ま
す
。

市
は
、昨
春
よ
り
「
超
高
齢
社
会
」

へ
の
対
応
や
「
地
域
産
業
振
興
」
等

の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
福
祉
先

進
国
で
あ
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
共
和
国

（
窓
口
：
東
京
都
内
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
使

館
）
と
精
力
的
な
協
議
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

そ
し
て
、
昨
年
12
月
に
「
阿
賀

野
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
銘
打
っ
て
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
側
の
「
技
術
協
力
」

お
よ
び
「
事
業
参
加
」
に
つ
い
て
、

基
本
合
意
に
達
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
、
エ
ー
ロ
・
サ
ロ

ヴ
ァ
ー
ラ
駐
日
全
権
大
使
ら
が
阿
賀

野
市
を
訪
問
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
正
式

に
公
表
し
ま
し
た
。

高
齢
者
が
元
気
で

暮
ら
せ
る
阿
賀
野
市
に

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
水
原

地
内
に
改
築
・
移
転
を
予
定
し
て
い

る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
白
鳥
荘
」

に
、
先
進
的
な
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
型
福

祉
の
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
を
導
入
す
る

こ
と
を
始
め
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
共
和

国
の
協
力
の
も
と
、
高
齢
者
が
少
し

早いもので、阿賀野市が誕生して一年が経過しました。新生阿賀野市における大きな課題のひとつに「高齢者対策」

があります。この課題を解決するため、阿賀野市はひとつのプロジェクトを立ち上げました。

で
も
長
く
、
介
護
を
必
要
と
せ
ず
、

在
宅
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
阿
賀
野
市
と
し
て
の
独
自

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
も
の
で

す
。そ

し
て
、
市
内
に
住
む
高
齢
者

は
も
と
よ
り
、
す
べ
て
の
人
が
元
気

で
暮
ら
せ
る
阿
賀
野
市
を
目
指
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◎ 

次
回
は
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
型 

福
祉
と
は
？
」
で
す
。

キーワードはフィンランド

ヨガで心も体も健康に！
　幸福祉まちづくりの一環として、４月９日、水

原保健センターで「健康増進講演会とヨガ体験講
座」を開催しました。
　講師の尚子ロビンソン氏は、「健康とは、体と心、
精神がそろって初めて健康と言える。その全体の
健康（ホリスティック・ヘルス）へと導くものが
ヨガ」と説明し、参加者は熱心に耳を傾けていま
した。
　講演後、参加者は早速ヨガを体験。全身の力を
抜き、自然の呼吸のリズムに合わせて体を動かし、
「体が軽くなった」「気分がスッキリした」と、ヨ
ガの効果を実感していました。 幸

福
祉
…
と
い
う
言
葉

　

「
幸
福
」
と
「
福
祉
」
を
か
け
合
わ
せ
た

造
語
。
現
在
策
定
中
の
市
の
総
合
計
画
に

お
い
て
、
市
民
だ
れ
も
が
住
み
や
す
さ
、

暮
ら
し
や
す
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
の
理
念
を
表
現
し
た
も
の
。

連 載 ス タ ー ト ！

幸福祉 の
まちづくりに向けて ①

平成 16 年度下半期寄付採納報告

寄付月日
寄　付　者 採　納　物　件

採納目的・場所
住所・氏名（団体名） 現金（円） 土地、物品名

10月26日
新潟市寺山
総合生協県北センター　曽我正人 様

20,000 福祉目的資金

10月28日
阿賀野市保田　
㈱オリエントプラン　代表取締役　野崎正平 様

カラーテレビ 京ヶ瀬支所

10月29日 笹神商工会　会長　佐野三夫 様 43,000 福祉目的のチャリティー金

11月11日
新潟市（旧新津市）滝谷町
越後プロパン㈱　代表取締役　佐藤昭信 様

84,914 福祉目的資金

11月22日
阿賀野市京ヶ瀬地区認定農業者連絡協議会
会長　佐藤博 様

京ヶ瀬産コシヒカリ
精米 440kg

京ヶ瀬地区の小・中
学校、幼稚園、保育園

11月24日 瓢湖の白鳥を守る会　会長　望月正夫 様 花菖蒲苗木ほか 瓢湖水きん公園

11月30日
阿賀野市寺社
㈱めんつう　代表取締役　羽田一司 様

側溝コンクリート蓋 排水側溝補修

12月 1日 安田幼稚園　PTA会長　辻直樹 様 絵本（おおきなかぶ）ほか 安田幼稚園

12月 3日 阿賀野市東町　塚野修三 様 赤外線暖房機 分田小学校

12月 3日 阿賀野市岡山町　細川勤 様 赤外線暖房機 分田小学校

12月 6日 水原アマチュア無線クラブ　会長　中村満 様 22,040 青少年健全育成事業資金

12月11日 阿賀野市山口町　小泉豊信 様 百合樹木（半
はんてんぼく

纏木） 水原小学校

12月13日 匿　名 300,000 福祉目的資金

12月22日 阿賀野市中島町　粋
すい

虎
こ

卯
う

会　代表　中山明 様 119,844
30,596 福祉目的資金

12月24日
阿賀野市野田
エクステリアヌマズ　代表　福地和夫 様

18,050 老人福祉資金

12月27日 阿賀野市学校町　上松リツ 様 11,069 福祉目的資金

1月27日
阿賀野市安野町
ふれあい野菜即売組合　代表　高橋八重 様

20,000 福祉目的資金

2月28日 阿賀野市里　橋
きょうようかい

謡会　会主　橋本勇一 様 100,000 福祉目的資金

3月 1日 阿賀野市消防OB水友会　会長　阿部光男 様 雨具、ザック 消防本部

3月10日
分田保育園平成 16年度卒園児保護者一同
代表　鈴木義道 様

ままごと用品 分田保育園

3月10日 阿賀野市山口町　小泉豊信 様 掛軸 水原小学校

3月10日
笹神中学校平成 16年度卒業生保護者
代表　音田求 様

ジェットヒーター 笹神中学校

3月23日
安田幼稚園修了児保護者
代表　川﨑美奈 様

チャイム 安田幼稚園

3月23日
あやめ保育園平成 16年度卒園児保護者一同
代表　横渡健一 様

掛け時計 あやめ保育園

3月24日
赤坂小学校平成 16年度卒業生一同
代表　権瓶實 様

長いす 赤坂小学校

3月24日
分田小学校第 6学年保護者
代表　熊倉正子 様

ライン引き具 分田小学校

3月24日
保田小学校平成 16年度卒業生一同
代表　渡辺元栄 様

DVDプレーヤー 保田小学校

3月29日
風の子保育園第 4回卒園児保護者
代表　長谷川肇 様

大型パネルステージ
ほか

風の子保育園

3月29日
阿賀野市庄ヶ宮
㈱原信水原店　店長　加藤洋 様

83,518 福祉目的資金

3月30日
阿賀野市久保
㈱クボ製作所　代表取締役　佐藤十九一 様

1,200,000 福祉目的資金

ご寄贈 感謝申し上げますご寄贈 感謝申し上げます
㈱クボ製作所様

67

4 月 20 日、フィンランド大使（左
から 2 人目）が阿賀野市を訪問し、
議定書の交換を行いました。
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平
成
十
七
年
第
一
回
阿
賀
野
市
議
会
定
例
会
が
三
月
三
日
か

ら
二
十
五
日
ま
で
の
二
十
三
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
日
は
議
長
か
ら
の
諸
般
の
報
告
に
引
き
続
き
、
市
長
か
ら

平
成
十
七
年
度
施
政
方
針
、
一
般
行
政
報
告
、
執
行
部
か
ら
の

同
意
一
件
、
諮
問
二
件
、
承
認
二
件
、
議
案
第
二
十
六
号
か
ら

議
案
第
二
十
八
号
を
議
決
、
議
案
第
九
号
か
ら
議
案
第
十
八
号

の
十
件
を
一
括
議
題
と
し
、
提
案
理
由
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

質
疑
を
行
っ
た
後
、
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
付
託
。
議
案

第
十
九
号
を
議
決
し
、
議
案
第
一
号
か
ら
議
案
第
四
十
二
号
の

二
十
八
件
を
一
括
議
題
と
し
、
提
案
理
由
の
説
明
を
行
い
ま
し

た
。
質
疑
を
行
っ
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
管
す
る
各
常
任
委
員

会
へ
付
託
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
四
日
、
七
日
に
か
け
て
一
般

質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

八
日
か
ら
十
一
日
ま
で
は
、
各
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
平

成
十
六
年
度
各
補
正
予
算
、
条
例
、
そ
の
他
の
議
案
等
に
つ
い

て
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
長
を
除
く
議
員
全
員
で
予
算
審
査
特
別
委
員
会
が
設

置
さ
れ
、
議
案
第
九
号
か
ら
議
案
第
十
八
号
を
付
託
し
、
十
五

日
か
ら
二
十
二
日
に
審
査
し
ま
し
た
。
付
託
さ
れ
た
請
願
九
件

に
つ
い
て
、
現
地
調
査
等
を
行
っ
た
後
、
審
査
し
、
二
十
五
日

に
は
本
会
議
を
開
催
し
、
全
日
程
が
終
了
し
ま
し
た
。

    

議
決
し
た
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

三
月
議
会
定
例
会

三
月
議
会
定
例
会

◆
会
議
録

　

議
会
本
会
議
の
内
容
を
記
載
し
た
「
議
会
会
議
録
」
が

市
役
所
一
階
ロ
ビ
ー
、
各
支
所
、
各
図
書
館
に
あ
り
ま
す
。

　

議
会
終
了
後
、
二
カ
月
位
で
出
来
上
が
り
ま
す
の
で
議

会
の
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

　

同　
　

意

● 

阿
賀
野
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命

 

・
鈴
木
淳
子
氏
に
同
意
す
る
。

　

諮　
　

問　

● 

人
権
擁
護
委
員
推
薦
に
つ
き
意
見

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

 

・ 

佐
藤
三
郎
氏
、
田
村
あ
つ
子
氏
を

適
任
と
す
る
。

　

承　
　

認

● 

専
決
処
分
の
承
認
（
平
成
十
六
年

度
阿
賀
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
五
号
））
＝
承
認

● 

専
決
処
分
の
承
認
（
平
成
十
六
年

度
阿
賀
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
六
号
））
＝
承
認

　

報　
　

告

● 

専
決
処
分
の
報
告
（
新
潟
県
市
町

村
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る
地

方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
規

約
の
変
更
）

● 

専
決
処
分
の
報
告
（
新
発
田
地
域

老
人
福
祉
福
祉
事
務
組
合
規
約
の

変
更
）
＝
承
認

● 

専
決
処
分
の
報
告
（
下
越
障
害
福

祉
事
務
組
合
規
約
の
変
更
）
＝
承

認
● 

専
決
処
分
の
報
告
（
新
潟
県
市
町

村
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る
地

方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
規

約
の
変
更
）
＝
承
認

● 

専
決
処
分
の
報
告
（
新
潟
県
市
町

村
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る
地

方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
規

約
の
変
更
）
＝
承
認

● 

専
決
処
分
の
報
告
（
損
害
賠
償
の
額

の
決
定
及
び
和
解
）
＝
承
認

● 

専
決
処
分
の
報
告
（
損
害
賠
償
の

額
の
決
定
及
び
和
解
）
＝
承
認

● 

専
決
処
分
の
報
告
（
新
発
田
地
域

老
人
福
祉
保
健
事
務
組
合
を
組
織

す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減

少
、
共
同
処
理
す
る
事
務
の
変
更

及
び
規
約
の
変
更
）
＝
承
認

● 

専
決
処
分
の
報
告
（
下
越
障
害
福

祉
事
務
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
の
数
の
増
減
及
び
下
越
障

害
福
祉
事
務
組
合
規
約
の
変
更
）

＝
承
認

　

予　
　

算

● 

平
成
十
七
年
度
阿
賀
野
市
一
般
会

計
予
算

● 

平
成
十
七
年
度
阿
賀
野
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
予
算

● 
平
成
十
七
年
度
阿
賀
野
市
老
人
保

健
特
別
会
計
予
算

● 

平
成
十
七
年
度
阿
賀
野
市
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算

● 

平
成
十
七
年
度
阿
賀
野
市
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

● 

平
成
十
七
年
度
阿
賀
野
市
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
予
算

● 

平
成
十
七
年
度
阿
賀
野
市
押
切
外

四
ヶ
大
字
財
産
区
特
別
会
計
予
算

● 

平
成
十
七
年
度
阿
賀
野
市
少
年
自

然
の
家
特
別
会
計
予
算

● 

平
成
十
七
年
度
阿
賀
野
市
水
道
事

業
会
計
予
算

● 

平
成
十
七
年
度
阿
賀
野
市
病
院
事

業
会
計
予
算

　

補
正
予
算

● 

平
成
十
六
年
度
阿
賀
野
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
七
号
）

● 

平
成
十
六
年
度
阿
賀
野
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

三
号
）

● 

平
成
十
六
年
度
阿
賀
野
市
老
人
保

健
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

● 

平
成
十
六
年
度
阿
賀
野
市
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

● 

平
成
十
六
年
度
阿
賀
野
市
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
三
号
）

● 

平
成
十
六
年
度
阿
賀
野
市
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

五
号
）

● 

平
成
十
六
年
度
阿
賀
野
市
押
切
外

四
ヶ
大
字
財
産
区
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
二
号
）

● 

平
成
十
六
年
度
阿
賀
野
市
少
年
自

然
の
家
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

三
号
）

　

条　
　

例

● 

阿
賀
野
市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤

の
も
の
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
＝
原
案
可
決

● 

阿
賀
野
市
教
育
委
員
会
教
育
長
の

給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
＝
原
案
可
決

● 

阿
賀
野
市
職
員
等
の
給
与
の
特
例

に
関
す
る
条
例
＝
原
案
可
決

● 

阿
賀
野
市
行
政
組
織
条
例
の
一
部

改
正
＝
原
案
可
決

● 

阿
賀
野
市
情
報
公
開
条
例
の
一
部

改
正
＝
原
案
可
決

● 

阿
賀
野
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の

全
部
改
正
＝
原
案
可
決

● 

阿
賀
野
市
定
住
化
促
進
結
婚
披
露

宴
祝
金
条
例
の
廃
止
＝
原
案
可
決

● 

阿
賀
野
市
ほ
の
ぼ
の
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
支
援
奨
励
金
の
交
付
に
関
す
る

条
例
の
廃
止
＝
原
案
可
決

● 

阿
賀
野
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

＝
原
案
可
決

● 

阿
賀
野
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常

勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
＝
原

案
可
決

● 

阿
賀
野
市
職
員
の
寒
冷
地
手
当
の

支
給
に
関
す
る
条
例
の
廃
止
＝
原

案
可
決　
　

● 

阿
賀
野
市
税
条
例
の
一
部
改
正
＝

原
案
可
決

● 

阿
賀
野
市
児
童
ク
ラ
ブ
設
置
条
例

の
一
部
改
正
＝
原
案
可
決

● 

阿
賀
野
市
老
人
福
祉
施
設
条
例
の

一
部
改
正
＝
原
案
可
決

● 

阿
賀
野
市
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
条
例
の
一
部
改
正
＝
原
案
可

決
● 

阿
賀
野
市
老
人
福
祉
計
画
及
び
阿

賀
野
市
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定

委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
＝
原
案

可
決

● 

阿
賀
野
市
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

「
永
寿
園
」、「
第
二
永
寿
園
」
設
置

条
例
の
一
部
改
正
＝
原
案
可
決

● 

阿
賀
野
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
京

和
荘
設
置
条
例
の
一
部
改
正
＝
原

案
可
決

● 

阿
賀
野
市
農
産
物
加
工
施
設
条
例

の
一
部
改
正
＝
原
案
可
決

● 

阿
賀
野
市
企
業
誘
致
条
例
の
一
部

改
正
＝
原
案
可
決

● 

阿
賀
野
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部

改
正
＝
原
案
可
決

● 

阿
賀
野
市
水
道
事
業
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
＝
原
案

可
決

● 

阿
賀
野
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
改
正
＝
原
案
可
決

● 

阿
賀
野
市
議
会
議
員
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
一
部
改
正

＝
原
案
可
決

　

そ

の

他

●
字
の
変
更
＝
原
案
可
決

●
字
の
変
更
＝
原
案
可
決

● 

市
道
路
線
の
認
定
及
び
変
更
＝
原

案
可
決

● 

新
発
田
市
阿
賀
野
市
北
蒲
原
郡
予
防
接

種
健
康
被
害
調
査
委
員
会
を
共
同
設
置

す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び

新
発
田
市
阿
賀
野
市
北
蒲
原
郡
予
防
接

種
健
康
被
害
調
査
委
員
会
の
共
同
設
置

規
約
の
変
更
＝
原
案
可
決

● 

新
発
田
市
、
阿
賀
野
市
、
北
蒲
原

郡
地
区
視
聴
覚
教
育
協
議
会
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減

少
及
び
新
発
田
市
、
阿
賀
野
市
、

北
蒲
原
郡
地
区
視
聴
覚
教
育
協
議

会
規
約
の
変
更
＝
原
案
可
決

● 

損
害
賠
償
の
額
の
決
定
＝
原
案
可
決

● 

市
長
の
専
決
事
項
の
指
定
＝
原
案

可
決

　

請　
　

願

● 

消
雪
パ
イ
プ
敷
設
に
関
す
る
請
願

（
緑
町
自
治
会
）
＝
採
択

● 

消
雪
パ
イ
プ
布
設
、
舗
装
工
事
に

関
す
る
請
願
（
七
浦
自
治
会
）
＝

採
択

● 

市
道
の
消
雪
パ
イ
プ
施
設
設
置
に

関
す
る
請
願
（
小
松
自
治
会
）
＝

採
択

● 

消
雪
パ
イ
プ
設
置
に
つ
い
て
の
請
願

（
下
山
屋
自
治
会
）
＝
採
択

● 

市
道
認
定
及
び
消
雪
パ
イ
プ
施
設

に
関
す
る
請
願
（
小
松
自
治
会
）

＝
採
択

● 

島
瀬
地
内
消
雪
パ
イ
プ
施
設
に
関

す
る
請
願
＝
採
択

● 

沖
集
落
消
雪
パ
イ
プ
整
備
、
排
水

溝
改
良
工
事
、
消
火
栓
新
設
（
二

箇
所
）、
Ｔ
字
路
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
設
置
に
つ
い
て
の
請
願
＝
採
択

● 

上
飯
塚
地
内
用
水
兼
生
活
雑
排
水

路
の
環
境
整
備
の
請
願
＝
採
択

● 

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
改
善

等
に
関
す
る
意
見
書
提
出
を
求
め

る
請
願
＝
採
択

● 

「
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
制
限
や
負
担

増
な
ど
介
護
保
険
の
改
悪
に
反
対

し
、
改
善
を
求
め
る
」
請
願
＝
採

択
● 

生
活
保
護
基
準
以
下
の
新
潟
県
最

低
賃
金
の
抜
本
改
正
を
求
め
る
請

願
＝
採
択

● 

榎
集
落
内
道
路
の
舗
装
・
排
水
工

事
と
消
雪
パ
イ
プ
延
長
及
び
こ
れ

に
伴
う
ポ
ン
プ
増
設
工
事
と
交
通

事
故
防
止
対
策
に
関
す
る
請
願
＝

採
択

● 
地
域
農
林
水
産
業
活
性
化
を
図
る

た
め
の
「
地
産
地
消
自
治
体
宣
言
」

を
求
め
る
請
願
＝
採
択

● 

全
頭
検
査
に
よ
る
万
全
な
Ｂ
Ｓ
Ｅ
対

策
の
継
続
を
求
め
る
請
願
＝
採
択

　

陳　
　

情

● 

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
及
び
関

連
法
令
の
改
正
等
に
関
す
る
陳
情

＝
採
択

　

意

見

書

● 

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
改
善

等
に
関
す
る
意
見
書
＝
原
案
可
決

● 

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
制
限
や
負
担
増

な
ど
介
護
保
険
の
改
悪
に
反
対

し
、
改
善
を
求
め
る
意
見
書
＝
原

案
可
決

● 

生
活
保
護
基
準
以
下
の
新
潟
県
最

低
賃
金
の
抜
本
改
正
を
求
め
る
意

見
書
＝
原
案
可
決

● 

全
頭
検
査
に
よ
る
万
全
な
Ｂ
Ｓ
Ｅ

対
策
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書
＝

原
案
可
決

　

決　
　

議

● 

地
産
地
消
自
治
体
宣
言
の
決
議
＝

原
案
可
決

　

委

員

会

● 

閉
会
中
の
継
続
調
査
申
出
（
総
務

常
任
委
員
会
、
社
会
文
教
常
任
委

員
会
、
厚
生
常
任
委
員
会
、
産
業

建
設
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委

員
会
）
＝
閉
会
中
の
継
続
調
査
に

決
定



阿賀野市の

在宅介護支援センター
４月、「基幹型在宅介護支援センター」が市役所・福祉課内に発足しました。

これは、阿賀野市内５か所にある地域型在宅介護支援センターの連絡調整や、管内ケア

マネージャの研修会、市民を対象にした介護講演会などの開催を担当します。

今回は、組織と業務の概略をお知らせします。

　24 時間 365 日、介護に関するご相談をうけたまわります。

【地域型支援センター】
◎業務内容

①相談事業　②実態把握事業　③福祉用具の展示および紹介事業　④介護予防事業

⑤居宅介護支援事業（安田、水原、はぐろの里のみ）　⑥訪問調査

施 設 名 所 在 地 担当地区 担当者 電 話

安田地域在宅介護支援センター
寺社甲 214

「むすびの里」内
安田地区 ( 直営 ) ４名 68-5885

水原地域在宅介護支援センター 市役所　福祉課内
水原地区 (分田、堀越地区

を除く。直営）
４名 62-2510

京ヶ瀬地域在宅介護支援センター
姥ヶ橋 1104

「永寿園」内
京ヶ瀬地区 ( 直営 ) ３名 67-9100

在宅介護支援センター五頭の里
岡山町 13-23

「五頭の里」内
分田、堀越地区 ( 直営 ) ２名 62-2780

在宅介護支援センターはぐろの里
畑江 333

「はぐろの里」内
笹神地区 ( 委託 ) ４名 63-9871

【基幹型支援センター】

所 在 地：市役所　福祉課内
担当地区：市内全域
担 当 者：３名　
℡ 62-2510内線 222・223

◎業務内容

①地域ケア会議の開催

②実態把握調査等情報集約

③保健福祉サービスの情報提供、

啓発および利用調整

④在宅介護の助言、相談事業

市役所内に設置された
「基幹型支援センター」
では、こんな事業をし
ながら、在宅介護の支
援を行います。

さらに、いろんな会
議等を開催して、サー
ビスの向上や資質の
向上に努めます。

◎地域ケア会議 ( 委員：24 名 )
 ・各種サービスの情報収集と提供
 ・サービスの円滑な提供と総合調整
 ・サービスの質的な向上と指導支援
 ・老人福祉法の措置に係る入所判定

◎在宅介護支援センター
運営協議会 ( 委員：10 名 )

 ・支援センターの事業計画の検討、
 ・事業実施上の諸問題について協議

◎支援センター打ち合わせ会議
 ・事業の計画や実施の検討評価
 ・実施方法の調整、ケア事例の検討
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◇交通安全ポスターで文部科学大臣奨励賞を受賞

全日本交通安全協会、毎日新聞社主催の平成 17年使用交通安全ポスター募
集に、当時赤坂小学校 6年の成

なる

海
み

真
ま

子
こ

さん（現  安田中 1年）の作品が、こど
も部門で文部科学大臣奨励賞を受賞しました。3月末、成海さんはご両親とと
もに上京し、表彰式へ出席。｢緊張したけど嬉しかった ｣と、晴れ舞台での感
想を話してくれました。（ポスターを 18ページに掲載）

◇第 34 回日本農業賞で ｢食の架け橋賞 ｣大賞を受賞

   ｢ 食料と農業に関する推進協議会 ｣（会長：清水清也 JA ささかみ組
合長）は、食料と農業を基軸とした都市と農村の交流に積極的に取り
組んでいるとして、このたび日本農業賞の特別部門として新たに創設
された ｢ 食の架け橋賞 ｣ の第 1回大賞を受賞しました。3月 29 日、
清水組合長ら関係者が本田市長を表敬訪問し、受賞を報告しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

◇消防長長官表彰を受章

　《功労章》 消防・防災について、特にその功績が認められました。
阿賀野市消防団　統括　涌井政

まさ

太
た

郎
ろ う

さん（右）

　《永年勤続功労章》　永年勤続（25 年以上勤続）し、その功績とともに他の
模範となると認められました。阿賀野市消防団副団長・曽我健

けん

藏
ぞう

さん（左）阿賀野市消防本部総務課長・石塚次
つぐ

夫
お

さん（中央）

情
報
公
開
制
度
に
つ
い
て

市
が
保
有
し
て
い
る
公
文
書
を

請
求
に
応
じ
て
公
開
す
る
制
度
で
、

ど
な
た
で
も
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

請
求
す
る
と
き
は
、
総
務
課
窓
口

で
請
求
す
る
公
文
書
の
内
容
な
ど
、

必
要
事
項
を
所
定
の
用
紙
に
記
入
し

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
市
は
、
請

求
の
日
か
ら
15
日
以
内
に
公
開
・
非

公
開
を
決
定
し
、
文
書
で
結
果
を
通

知
し
ま
す
。

公
文
書
は
、
原
則
と
し
て
公
開
し

阿賀野市の情報公開制度
平成 16 年度実施状況をお知らせします

ま
す
が
、
法
律
な
ど
で
非
公
開
と
さ

れ
る
も
の
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
関
す
る
も
の
な
ど
、
一
定
の
理
由

で
保
護
の
必
要
が
あ
る
も
の
は
公
開

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

公
開
に
か
か
る
費
用
は
無
料
で

す
が
、
写
し
の
交
付
に
は
コ
ピ
ー
代

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
制
度

市
が
行
う
個
人
情
報
の
収
集
や

利
用
に
つ
い
て
具
体
的
な
ル
ー
ル
を

定
め
る
と
と
も
に
、
自
己
の
情
報
の

開
示
や
訂
正
等
の
権
利
を
保
障
す
る

も
の
で
す
。

市
に
自
己
の
情
報
が
保
有
さ
れ

て
い
る
人
（
本
人
）
で
あ
れ
ば
、
ど

な
た
で
も
請
求
で
き
ま
す
。
請
求
お

よ
び
そ
の
後
の
手
続
き
は
、
情
報
公

開
制
度
に
準
じ
ま
す
が
、
請
求
の
際

に
、
運
転
免
許
証
や
旅
券
な
ど
本
人

と
確
認
で
き
る
も
の
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

平成 16 年度　阿賀野市情報公開の実施状況

市長部局
請求件数

請求件数のうち、公開、非公開等の詳細

公開 部分公開 非公開 不保有

57 41 ０ ２ 21

消防長
部　局

請求件数
請求件数のうち、公開、非公開等の詳細

公開 部分公開 非公開 不保有

１ ０ １ ０ ０

平成 16 年度　阿賀野市個人情報保護条例の運用状況

自己情報
の開示

（市長部局）

請求件数
請求件数のうち、開示、非開示等の詳細

開示 部分開示 非開示 不保有

６ ３ ２ ０ １

お気軽にどうぞ！



市内　　　  歩記MiNI
ミ　　ニ

MiNI

決
戦
の
舞
台
は
『
水
原
代
官
所
』

県
ア
マ
チ
ュ
ア
囲
碁
名
人
戦

熱い友情に感動

　

4
月
6
日
、
市
内
各
小
・
中
学
校
、
幼

稚
園
で
入
学
（
園
）
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

堀
越
小
学
校
で
は
、
41
人
の
新
1
年
生

が
入
学
。
式
で
は
上
級
の
お
に
い
さ
ん
、

お
ね
え
さ
ん
に
手
を
引
か
れ
て
入
場
し
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
担
任
の
先
生
か

ら
一
人
ず
つ
名
前
が
呼
ば
れ
る
と
、｢

ハ

イ
ッ
！｣

と
大
き
な
声
で
最
初
の
あ
い
さ

つ
を
し
ま
し
た
。

　

校
長
先
生
は
、｢

堀
越
小
学
校
は
き

ち
ん
と
話
の
で
き
る
児
童
を
育
て
ま

す｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
が
、
し
っ
か

り
と
返
事
が
で
き
た
新
一
年
生
た
ち
。
幸

先
の
い
い
小
学
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。

　

県
ア
マ
囲
碁
界
の
最
高
峰
を
決
め
る
対

局
に
ふ
さ
わ
し
く
「
水
原
代
官
所
」
を
舞

台
に
、
３
月
27
日
、
阿
賀
野
市
誕
生
記
念

第
45
期
新
潟
県
ア
マ
チ
ュ
ア
囲
碁
名
人
戦

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
ま
で
２
期
連
続
名
人
の
横
山
弘
さ

ん
（
長
岡
市
）
と
挑
戦
者
の
佐
藤
芳
夫
さ

ん
（
新
潟
市
）
の
頂
上
決
戦
。
三
番
勝
負

の
三
局
目
で
、
大
接
戦
の
末
、
佐
藤
さ
ん

が
３
期
ぶ
り
４
度
目
の
名
人
に
返
り
咲
き

ま
し
た
。

　

隣
の
福
祉
会
館
で
は
恒
例
の
大
盤
解
説

が
行
わ
れ
、
詰
め
掛
け
た
百
人
余
り
の
皆

さ
ん
は
、
勝
負
の
行
方
と
と
も
に
矢
代
久

美
子
五
段
ら
に
よ
る
速
報
解
説
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　３月 20 日、笹神体育館で長編ア

ニメーション映画「ハードル」の、

阿賀野市ワンコイン映写会が開催

されました。

　この映画は、主人公である中学

生と小学生の兄弟が、両親の離婚

により母親の故郷へと移り住むこ

とになり、転校先の中学校で兄が

生死の境をさまよう程のいじめに

遭います。しかし、先生や大人が

いじめの事実を隠そうとするため、

弟や友人達が立ち上がり真実を明

らかにしていくという物語です。

　当日は 800 人近い入場となり、

スクリーンに映ったいじめに立ち

向かう子ども達の姿に、目頭を熱

くしたお母さんもいました。

ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
入
学

　

例
年
よ
り
開
花
の
遅
れ
て
い
た
市
内
の
桜

が
4
月
13
日
こ
ろ
か
ら
咲
き
始
め
、
各
地
で

見
ご
ろ
を
迎
え
ま
し
た
。

　

開
花
後
初
め
て
の
日
曜
日
と
な
っ
た
17
日
、

ほ
ぼ
満
開
と
な
っ
た
天
朝
山
公
園
で
は
た
く

さ
ん
の
親
子
連
れ
が
訪
れ
、
頬
を
ピ
ン
ク
色

に
染
め
た
子
ど
も
た
ち
が
、
い
っ
ぱ
い
に
背

伸
び
を
し
な
が
ら
桜
を
見
上
げ
、「
す
ご
い
す

ご
い
」「
と
っ
て
も
き
れ
い
」
と
歓
声
を
上
げ

て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
曇
り
空
と
な
り
、
少

し
肌
寒
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
が
、
レ
ジ
ャ
ー

シ
ー
ト
を
敷
き
、
た
く
さ
ん
の
お
花
見
グ
ル
ー

プ
が
桜
を
楽
し
み
、
本
格
的
な
春
の
訪
れ
を

感
じ
て
い
ま
し
た
。

阿
賀
野
市
女
性
消
防
団
誕
生

桜
み
て
春
感
じ
る

｢

千
人
針｣

に
あ
や
か
っ
て
…

緑の募金呼びかける

小松で安全祈願

4半世紀ぶりにタイムカプセル開封

　阿賀野市緑の少年団は、4
月 1 日、新潟市の古町十字路
で緑の街頭募金に参加しまし
た。
　｢よろしくお願いしま～す｣。
19 人の団員は泉田県知事、篠
田新潟市長らとともに、元気
な声で行き交う人たちに募金
を呼びかけました。重くなっていく募金箱を小さな手でしっ
かり持ちながら、時間まで一生懸命頑張りました。

　4 月 10 日、笹岡集落は交通安全祈
願祭に併せ、昭和 54 年に集落の神社
境内脇に埋めたタイムカプセルを掘り
起こしました。
　中からは、埋めた年にちなんだ現金
1,979 円や当時の写真、収穫された籾、
集落の記録など、長い歳月を経て陽の
目を見た集落の宝が状態良くぞくぞく
と現れ、出席者は大感激。身を乗り出
して、懐かしそうに眺めていました。

　小松集落開発センターで４月
５日、交通安全協会安田支部主
催の交通安全祈願祭が行われま
した。
　昨年度、市内では 11 人の方
が交通事故で亡くなっており、4
人は小松地内で発生しています。

「今年度は死亡事故が起きないように」と、願いを込めて玉串
を奉典しました。最後に、安田副支部長の森弘子さん手作り
のマスコット〝アンピーちゃん〟が参加者全員に配られました。

餃子づくりで国際交流

　4月 10 日、水原学校町集会
所において、「本場中国の水餃
子づくり体験」が開催されま
した。講師は、町内在住の中
国人 6名。参加者は、小麦粉
をこね、餃子の皮を伸ばした
り、具を包んだりする作業を
楽しみました。そしてゆであ

がった餃子をほおばり、「おいしい ( 好
ハオチー

吃 ) ！」を連発。食
を通して異文化に触れる楽しいひとときとなりました。

  このたび、国の補助を受け、市消
防本部に 25 ｍの「はしご付消防ポ
ンプ車」が導入されました。
　このポンプ車は、中高層建物の火
災消火・救助等に活用するもので、
3月に市内の神社で入魂式を行い、4
月から運用を開始しています。消防
隊員がいざという時の災害に備え、
取り扱い訓練を毎日実施しています。

ニュー ｢はじご付消防ポンプ車 ｣

　

交
通
安
全
協
会
安
田
支
部
は
4
月
14
日
、
阿
賀
野
警
察

署
を
訪
れ
、
縦
１
・
８
ｍ
×
横
２
・
４
ｍ
の
白
布
い
っ
ぱ
い

に
書
か
れ
た
千
人
署
名
を
、
武
田
署
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
戦
時
中
、
千
人
の
女
性
が
一
針
ず
つ
白
布
な
ど

に
赤
い
縫
い
玉
を
作
り
、
出
征
兵
士
に
贈
っ
た
弾
丸
よ
け

の
お
守
り｢

千
人
針｣

に
あ
や
か
り
、
こ
の
地
区
か
ら
交

通
事
故
を
な
く
そ
う
と
、
取
り
組
ま
れ
た
も
の
で
す
。
支

部
員
は
署
名
集
め
に
3
月
か
ら
手
分
け
を
し
て
安
田
地
区

の
家
庭
、
事
業
所
等
を
ま
わ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

受
け
取
っ
た
武
田
署
長
は
、｢

署
名
し
て
く
だ
さ
っ
た

皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
い
る
。
こ
の
千
人
署
名
は
公
道
に
掲

げ
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
見
て
も
ら
い
た
い｣

と
労
を
ね

ぎ
ら
い
ま
し
た
。

   

そ
の
名
も｢

阿
賀
さ
く
ら｣

。
公
募
に

よ
る
女
性
６
名
で
構
成
さ
れ
た
阿
賀
野

市
初
の
女
性
消
防
団
員
が
、
４
月
３
日
、

水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た｢

消

防
団
員
辞
令
交
付
式｣

で
辞
令
を
受
け

ま
し
た
。

　

｢

緊
張
し
ま
し
た｣

と
団
員
た
ち
。｢

女

性
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
も
あ
る
は
ず
で

す
。
し
っ
か
り
勉
強
し
て
、
早
く
市
民

の
皆
さ
ん
の
た
め
に
頑
張
り
た
い｣

と

力
強
く
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

｢

阿
賀
さ
く
ら｣

は
今
後
、
本
部
付
け

の
消
防
団
と
し
て
、
訪
問
指
導
や
防
火
・

防
災
啓
発
活
動
等
に
活
躍
し
ま
す
。

「定員は 10名なので、一緒にやってみませんか」と部長の

山口恵子さん。（写真前列・中央）
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４月の新任医師紹介

  このような生活習慣から、検査の結果からはすでに大人と同じような高脂血症や貧血、血圧の異常

などがみられました。これらのことは、中学生だけの問題でなく、大人の生活習慣が子どもに強く影

響を与えているといえます。

　今年度も 5月 30 日（月）から、笹神地区を皮切りに各地区で順次、総合健診を実施します。みん

なで健診を受け、家族ぐるみで日々の生活を見直し、生活習慣病を予防していきましょう。

   若いうちからの生活習慣が生涯の健康づくりの基礎になることから、生活習慣病予防

事業として、平成 16 年度、市の中学 1年生・３年生（1,030 人）を対象に、血液検査・

血圧検査・生活習慣のアンケート調査を実施しました。その結果について報告します。

家族ぐるみで生活習慣病を予防しよう！！

～中学生の生活習慣病予防事業の報告～

生活リズムは夜型！！
　夜 11 時以降に寝ている人は全体の 64.7％で、夜

12 時以降に寝ている人は 22.4％でした。

　睡眠時間は７～８時間は必要です。しかし、就寝

時間が遅くても、学校へ行く時間には起きなければ

ならないので、必然的に睡眠時間が短くなっていき、

体調や食生活に悪影響を与えています。

  就寝時間が遅くなっている理由として、夜遅くま

でのテレビやゲームがあげられ、また帰宅後一旦寝

ている状況もみられました。
0.0%

～10：29 ～10：59 ～11：29 ～11：59 12：00 ～

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

14.4%

20.9%
23.1%

19.2%

22.4%

《気になる体調》　
　　2人に 1人が「気になる症状がある」と答えています。

　また、就寝時間が遅い人ほど、そう訴えています。

《気になる症状ワースト５》
　１．朝起きられない　２．だるい　３．集中できない　

　４．ムカツク　　　　５．頭がボーっとする

食生活の乱れ
  朝食欠食者は、全体の 7.3％。欠食の原因は、悪い生活リズムが影響しています。「夜遅くまで起き
ていて、夜食を食べている」「朝食が用意されていない」という状況がみられます。

　また、朝食を食べていても野菜不足の傾向がみられ、バランスのよい食事をとっている人は

27.1％でした。

《よく飲む飲み物ベスト 3》　
　１．お茶・水　２．ジュース　３．スポーツドリンク

《よく食べるおやつベスト３》 　
　１．甘いお菓子　２．スナック菓子　３．アイス・ゼリー

　　※砂糖や油のとり過ぎがみられます。

１
、
ま
ず
仰
向
け
に
寝
ま

す
。
次
に
両
手
を
お
な

か
の
上
に
の
せ
、
両
膝

を
た
て
た
状
態
で
お
な

か
に
力
を
入
れ
ま
す
。

こ
の
と
き
背
中
は

床
に
押
し
付
け
て
く
だ

さ
い
。

２
、
お
な
か
に
力
を
入
れ
、
肛
門

を
し
め
る
様
に
お
尻
に
力
を
入

れ
ま
す
。

次
に
お
へ
そ
を
の
ぞ
き
こ
む

様
に
頭
を
上
げ
て
お
尻
を
浮
か

せ
ま
す
。

こ
の
と
き
頭
を
上
げ
る
だ
け

で
、
背
中
ま
で
上
げ
て
こ
な
く

て
も
十
分
で
す
。

お
腹
の
筋
肉
の
固
く
な
っ
て

い
る
こ
と
が
手
で
触
れ
て
わ
か

れ
ば
大
丈
夫
で
す
。

最
初
は
５
回
く
ら
い
を
メ
ド
に

始
め
て
く
だ
さ
い
。
慣
れ
て
き
た

ら
徐
々
に
回
数
を
増
や
し
ま
す
。

反
動
を
つ
け
な
い
で
一
つ
ひ
と

つ
の
動
作
を
ゆ
っ
く
り
と
一
定
の

リ
ズ
ム
で
行
い
ま
す
。

痛
み
の
強
い
時
は
無
理
を
せ
ず
、

ま
た
少
し
ず
つ
で
も
い
い
の
で
毎

日
継
続
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

理
学
療
法
士　

板
倉　

照
子
）

腰
痛
予
防
の
た
め
の

お
尻
と
お
な
か
の
筋
肉
強
化
法

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

院
の
現
状
を
具
体
的
に
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

２　

医
療
の
質
の
向
上
と
、
効
果
的
な

サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
つ
な
が
り
ま

す
。

３　

評
価
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
効

果
の
上
が
る
具
体
的
な
改
善
目
標

を
設
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

４　

職
員
全
体
の
改
善
意
欲
が
向
上
し

て
、
主
体
的
な
取
り
組
み
が
期
待

で
き
ま
す
。

５　

問
題
点
が
指
摘
さ
れ
る
と
と
も

に
、
そ
の
改
善
の
方
向
も
示
さ
れ

ま
す
。

６　

認
定
証
の
院
内
へ
の
掲
示
お
よ
び

広
報
活
動
な
ど
、
病
院
医
療
に
対

す
る
社
会
の
信
頼
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
受
審
に
あ
た
り
、
ソ
フ
ト
・

ハ
ー
ド
面
で
ク
リ
ア
す
べ
き
問
題
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、
職
員
の
患
者

サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
意
識
の
向
上
や
、

診
察
時
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
等
に
成

果
が
表
れ
ま
し
た
。

ま
た
廊
下
に
物
を
置
か
な
い
こ
と

に
よ
り
院
内
が
す
っ
き
り
し
て
き
れ

い
に
な
っ
た
、
ト
イ
レ
の
悪
臭
が
な
く

な
っ
た
等
、
以
前
よ
り
良
く
な
っ
た
と

い
う
お
言
葉
を
、
患
者
さ
ん
か
ら
頂
戴

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
機

能
向
上
に
取
り
組
ん
だ
成
果
で
あ
る

と
、
職
員
も
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

な
お
、
次
号
に
て
当
院
の
評
価
状

況
を
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
参
考
（
財
）
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構

医
療
機
関
の
機
能
を
学
術
的
観
点
か
ら

中
立
的
な
立
場
で
評
価
し
、
そ
の
結
果
明

ら
か
と
な
っ
た
問
題
点
の
改
善
を
支
援
す

る
第
三
者
機
関

病
院
機
能
評
価
を
受
審
し
て

　

〜
そ
の
１
〜

事
務
局
長
代
理　

片
桐
正
夫

医
療
機
関
が
提
供
す
る
医
療
サ
ー

ビ
ス
は
、
患
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
つ

つ
、
質
の
高
い
医
療
を
効
率
的
に
提
供

す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
組

織
体
と
し
て
の
医
療
機
関
機
能
の
一
層

の
充
実
・
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

第
三
者
に
よ
る
評
価
（
病
院
機
能

評
価
）
の
必
要
性
か
ら
、
平
成
14
年
７

月
に
院
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ

て
病
院
機
能
向
上
に
取
り
組
み
、
去
る

３
月
24
日
か
ら
26
日
ま
で
、
３
日
間
の

審
査
を
終
え
ま
し
た
。

お
よ
そ
６
０
０
項
目
に
お
よ
ぶ
評

価
項
目
を
自
己
評
価
し
、
そ
の
評
価
が

適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
を
、
医
療
の
専

門
家
で
あ
る
第
三
者
か
ら
審
査
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。途
中
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
等
ハ
ー
ド
面
の
準
備
に
時
間
が
か

か
り
、
２
度
の
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
が
、
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

病
院
機
能
評
価
が
認
定
も
し
く
は

留
保
と
な
る
か
は
、
お
よ
そ
３
ヵ
月

後
に
結
果
報
告
が
届
く
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
評
価
項
目
に
よ
っ
て

は
１
年
以
内
に
改
善
が
認
め
ら
れ
れ
ば

認
定
さ
れ
ま
す
。
ち
な
み
に
、
全
国

９
、
１
２
２
病
院
中
、
認
定
さ
れ
て
い

る
病
院
数
は
１
、
５
６
３
病
院
（
平
成

17
年
３
月
現
在
で
約
17
・
１
％
）
と
、

ま
だ
ま
だ
低
い
数
字
で
す
。

こ
の
機
能
評
価
の
効
果
と
利
点
は

次
の
と
お
り
で
す
。

１　

優
れ
て
い
る
点
と
と
も
に
改
善
す

べ
き
問
題
点
が
、
評
点
と
評
価
所

見
に
よ
り
具
体
的
に
示
さ
れ
、
病

外科医師　加藤　崇

平成９年にも半年間当院で働い
たことがありますが、仕事内容な
ど以前と変わった点があるようで
す。
できるだけ早く慣れていきたい

と思います。

歯科・口腔外科医師　大竹一平

３月までは新潟市の日本歯科大
学に勤務していました。
これから毎日の診療を通して皆

様のお口の健康に役立てるよう、
頑張っていきたいと思います。

小児科医師　渡辺 健一

出身は吉田町です。
子どものころ瓢湖やサントピア

ワールドで馴れ親しんだところで
勤務することになり喜んでいます。
皆様の健康を少しでもお手伝い

できればと思っています。

小児科医師　唐澤　環

3 月までは大学の研究室勤務で
したので、毎日子どもと接する今の
環境を、大変楽しんでおります。上
越出身ですが、今までの勤務地も下
越地区が多く、愛着があります。地
域に根ざした診療を目指します。

就 寝 時 間

15 14



図書館情報 555
　図書館では、毎月「おはなし会」を開催してい

ます。絵本の紹介、絵本読み聞かせ、ストーリー・

テリング（素話）、楽しい手遊びの会です。大人も

子どもも皆で楽しいひとときを過ごしましょう。

●おはなしのじかん

☆と　き　毎週土曜日 ( 第４土曜を除く )

　　　　　午後２時～

☆ところ　市立図書館（曽郷・☎６７ー２５００）

☆対　象　幼児から

『鬼の系譜』 佐藤　秀
ひで

治
はる

／著

『福祉の世界地図』
藤田　千

ち

枝
え

／編　赤
あか

藤
ふじ

　由美子／著

『パパが宇宙をみせてくれた』
ウルフ･スタルク／作、エヴァ･エリクソン／絵

ひしき　あきらこ／訳

　みなさんは、世界で生まれて

くる子どもの数がどれくらいか

知っていますか？ そして 5歳ま

でに死んでしまう子どもの割合

は？ 平均寿命や安全な水につい

て、感染症 ､虫歯 ､エイズ、衛生、

医療等…

 　日ごろ、私たちが気づかない

でいる大切なことを、とてもわ

かりやすく図解･説明してくれています。世界の現状をしっか

り見ることができる、おすすめの本です。

★この本は水原図書館にあります★

　私と「鬼」は、長い付き合いとなる。

「鬼」との出会いを数えれば、幼少の寝

物語の記憶から始まっている。戒めの

ために母は、｢軽井沢にいって、鬼の

ワンをかりてくるぞ ｣と私に繰り返し

た。ワンとは何か、「渡辺綱
つな

」が切り落

とした「腕」のことか。それとも童子

が使用した「お椀」のことだろうか…？

　大江山の「酒
しゅ

呑
てん

童
どう

子
じ

」の片腕だった

「茨
いばら

木
ぎ

童
どう

子
じ

」の生誕伝承が栃尾市「軽井

沢」のお年寄りに、「鬼の語り」として記憶されている。

　地元新潟で自費出版された著者の研究資料『軽井沢茨木童子

伝承』を元に書かれたこの本は、平安時代の「鬼」について、

とてもわかりやすく興味深い。「鬼」とはいったい何なのか…？

★この本は水原図書館にあります★

 　ある日の夕方、パパはぼくにいった。

「ウルフ、いまから宇宙をみせにつれて

いってあげよう」「それって、どこにあ

るの？」「ちょっと遠くさ」パパはうれ

しそうにいうと、いつもきている白衣を

ぬいだ。ぼくのパパは歯医者さんなんだ。

　「宇宙って、いったいなんなの？」「こ

の世界ぜんぶさ」そういって、パパがぼ

くをつれていってくれたところとは…？

　はじめてみる宇宙。パパとすごした時間。人気作家ウルフ・

スタルクの、少年時代の楽しい思い出…。

★この本は笹神・水原図書館にあります★

●おはなしこんにちは

☆と　き　5月 12 日 ( 木 ) 午前 10 時 30 分～

☆ところ　水原公民館・２階『日本間』

　　　　　（山口町１・☎６２ー２０２８）

☆対　象　幼児・保護者

　『新着図書』の目録は、各図書館に備え付け
てあります。ご自由にご覧ください。

市立図書館（曽郷） 水原図書館
館内利用者数 　4,231 人 1,343 人
館外貸出者数 1,825 人 906 人
館外貸出冊数 6,745 冊 3,093 冊
開　館　日 21 日 25 日

笹神図書館 安田図書館
館内利用者数   ───── 195 人
館外貸出者数 223 人 123 人
館外貸出冊数 452 冊 255 冊
開　館　日 31 日 31 日

3 月の図書館利用状況

平成 16 年度の図書館利用状況
市立図書館（曽郷） 水原図書館

館内利用者数 　66,074 人 16,315 人
館外貸出者数 24,114 人 9,888 人
館外貸出冊数 85,024 冊 33,849 冊
開　館　日 273 日 274 日

笹神図書館 安田図書館
館内利用者数   ───── 1,338 人
館外貸出者数 2,396 人 857 人
館外貸出冊数 4,004 冊 2,074 冊
開　館　日 357 日 324 日

　平成 17 年 4 月から、次のとおり平日の開

館時間が変わりました。（市立・水原のみ）

　04 月～ 10 月：午前 9時 30 分～午後 7時

　11 月～ 03 月：午前 9時 30 分～午後 6時

　4月号のお知らせは、記入間違いでした。

　お詫びして訂正します。

　なお、土曜日・日曜日・5 月 5 日・11月 3

日の開館時間は、1年を通じて午前9時 30 分

～午後 5時となります。（市立・水原のみ）

お 知 ら せ
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平
安
時
代
終
わ
り
に
あ
た
る
12
世

紀
に
現
在
の
阿
賀
野
市
域
に
あ
っ
た

白し
ら
か
わ
の
し
ょ
う

河
荘
を
治
め
、「
白し

ら
か
わ
の
み
た
ち

川
御
館
」
と
呼

ば
れ
た
城

じ
ょ
う

長な
が

茂も
ち

は
、
治じ

承し
ょ
う

・
寿じ

ゅ

永え
い

の

乱
の
際
、
平
氏
に
味
方
し
た
た
め
に
、

源
頼
朝
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
鎌
倉
幕

府
に
よ
っ
て
捕
ら
え
ら
れ
ま
す
。

　

鎌
倉
幕
府
の
公
式
記
録
で
あ
る

『
吾あ

妻づ
ま

鑑か
が
み

』
の
文ぶ

ん

治じ

４
年
（
１
１
８
５
）

９
月
14
日
の
記
事
に
よ
る
と
、
長
茂

は
そ
の
身
柄
を
源
頼
朝
の
重
臣
で
あ

っ
た
梶か

じ

原わ
ら

景か
げ

時と
き

（
頼
朝
の
弟
で
あ
る

義
経
を
陥
れ
、
そ
の
滅
亡
の
き
っ
か

け
を
つ
く
っ
た
こ
と
で
有
名
な
武
将
）

に
預
け
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
日
、
長
茂
の
赦し

ゃ

免め
ん

を
願
う
人
々

に
よ
っ
て
、
将
軍
頼
朝
と
の
面
会
が

か
な
い
ま
し
た
が
、
長
茂
は
不ふ

遜そ
ん

な

態
度
を
と
っ
て
、
か
え
っ
て
頼
朝
の

不
興
を
買
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

囚
人
の
身
か
ら
解
放
さ
れ
る
ま
た

と
な
い
機
会
で
し
た
が
、
頼
朝
の
臣

下
と
な
る
こ
と
を
名
門
城
氏
と
し
て

の
プ
ラ
イ
ド
が
許
さ
な
か
っ
た
の
か
、

長
茂
は
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
ふ
い
に
し

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

長
茂
は
翌
文
治
５
年
の
奥
州
征
伐

（
頼
朝
が
自
ら
兵
を
率
い
て
、
奥
州
藤

原
氏
を
滅
ぼ
し
た
戦
い
）
に
従
軍
す

る
こ
と
で
、
よ
う
や
く
頼
朝
の
信
任

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
時
、
城
氏
の
私
旗
を
用
い
る

こ
と
を
願
い
出
て
許
さ
れ
た
長
茂
は
、

「
こ
の
旗
を
見
て
、
逃
げ
て
い
る
家
来

た
ち
が
集
ま
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
」

と
語
り
、
そ
の
言
葉
の
と
お
り
、
か

つ
て
の
家
来
二
百
余
人
が
そ
の
も
と

に
集
ま
り
、
城
氏
の
武
威
が
い
ま
だ

衰
え
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
の
ち
幕
府

の
御
家
人
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、建け

ん

久
き
ゅ
う

10
年（
１
１
９
９
）

正
月
に
頼
朝
が
亡
く
な
り
、
そ
の
長

男
で
あ
る
頼
家
が
跡
を
継
ぐ
と
、
幕

府
内
で
対
立
が
お
こ
り
、
そ
の
争
い

に
長
茂
も
ま
き
こ
ま
れ
て
ゆ
き
ま
す
。

　

こ
の
年
の
12
月
に
長
茂
の
庇ひ

護ご

者

で
あ
っ
た
梶
原
景
時
が
失
脚
し
、
翌

年
正
月
、
鎌
倉
か
ら
京
都
へ
向
か
う

途
中
の
駿す

る

河が

国
（
静
岡
県
東
部
）
で

一
族
が
滅
ぼ
さ
れ
る
と
い
う
事
件
（
梶

原
景
時
の
乱
）
が
起
こ
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
１
年
後
の
正

し
ょ
う

治じ

３
年
正

月
23
日
、
長
茂
は
一
族
の
資す

け

家い
え

・
資す

け

正ま
さ

（
二
人
と
も
長
茂
の
甥
＝
兄
資
永

の
次
男
・
三
男
）
や
奥
州
藤
原
一
族

の
隆た

か

衡ひ
ら

（
秀ひ

で

衡ひ
ら

の
四
男
）
な
ど
と
と

も
に
突
然
京
都
で
兵
を
挙
げ
ま
す
。

景
時
と
対
立
関
係
に
あ
っ
た
小お

山や
ま

朝も
と

政ま
さ

の
邸
宅
（
京
都
大
番
役
と
し
て
在

京
中
）
を
襲
っ
た
の
ち
、
御
所
に
乱

入
し
て
幕
府
打
倒
の
宣せ

ん

旨じ

（
命
令
を

伝
え
る
公
文
書
）
を
要
求
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
朝
廷
に
拒
否
さ
れ
た
た

め
、
逆
に
幕
府
の
追
っ
手
を
恐
れ
て

逃
亡
し
ま
す
。
そ
し
て
、
１
ヵ
月
後

の
２
月
22
日
、
吉
野
（
奈
良
県
）
の

奥
で
従
者
の
新
津
四
郎
（
そ
の
名
か

ら
現
在
の
新
津
市
付
近
に
い
た
武
士

と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
）
と
隠
れ
て

い
る
と
こ
ろ
を
発
見
さ
れ
、
殺
害
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

一
時
は
「
白
川
御
館
」
と
呼
ば
れ

勢
力
を
誇
っ
た
長
茂
に
し
て
は
あ
っ

け
な
い
最
期
で
あ
っ
た
と
い
え
、
そ

の
首
は
都
の
大
路
を
引
き
回
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
３
月
に
な
る
と
、
長
茂
の

挙
兵
に
呼
応
し
て
、
甥
資す

け

盛も
り

（
助
永

の
長
男
）
を
中
心
と
し
た
城
一
族
が

本
国
越
後
の
鳥
坂
山
（
北
蒲
原
郡
中

条
町
）
に
籠
城
し
て
幕
府
へ
の
抵
抗

を
試
み
ま
す
。
緒
戦
は
弓
の
名
手
坂は

ん

額が
く

御ご

前ぜ
ん（
長
茂
の
妹
）
の
活
躍
も
あ
り
、

幕
府
軍
を
撃
退
し
ま
す
が
、
終
に
は

抗こ
う

し
切
れ
ず
、
落
城
し
て
し
ま
い
ま

す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
平
安
時
代
後
期
に

白
河
荘
を
は
じ
め
と
す
る
阿
賀
北
一

帯
を
拠
点
と
し
て
展
開
し
た
越
後
最

大
の
武
士
団
で
あ
る
城
氏
は
滅
亡
し
、

そ
の
後
二
度
と
歴
史
の
舞
台
に
姿
を

み
せ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
参
考
文
献
】

『
新
潟
県
史
』
通
史
編
２ 

中
世

（
１
９
８
７
年
刊
行
）

『
安
田
町
史
』
中
世
編     

（
１
９
９
７
年
刊
行
）

『
笹
神
村
史
』
資
料
編
１ 

原
始
・
古
代
・
中
世

（
２
０
０
３
年
刊
行
）

『
笹
神
村
史
』
通
史
編     

（
２
０
０
４
年
刊
行
）

越
後
城
氏
②

―  

城
長
茂
の
乱 ―

城氏の乱関係系図



皆さんからのご意
見・ご感想をお待
ちしています。

コンタクトレンズ

ケアはしっかり！

● 

い
つ
も
広
報
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
お
知
ら
せ
版
の
新
生
児
コ
ー

ナ
ー
が
好
き
で
す
。
友
人
の
名
前
を

見
つ
け
る
と
懐
か
し
く
な
り
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　

（
30
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

今
回
の
ま
ち
が
い
探
し
は
け
っ
こ
う

簡
単
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
お
も
し

ろ
い
コ
ー
ナ
ー
を
作
っ
て
く
だ
さ

い
。　
　
　
　
　
　
　

（
10
代
・
女
性
）

☆ 

作
っ
て
欲
し
い
コ
ー
ナ
ー
が
あ
っ
た

ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。
参
考
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 
水
原
郷
病
院
の
健
康
Q
＆
A｢

こ
ど
も

の
熱｣
は
わ
か
り
や
す
く
て
よ
か
っ
た

で
す
。
育
児
書
で
さ
ら
っ
と
し
か
書
か

れ
て
い
な
い
こ
と
が
、
こ
こ
で
は
て
い

ね
い
に
書
か
れ
て
あ
り
ま
し
た
。
先
生

の
イ
ラ
ス
ト
も
と
て
も
よ
く
似
て
い
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　

（
30
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

ク
イ
ズ
ず
き
だ
か
ら
ま
い
つ
き
と
っ

て
も
た
の
し
み
！　
　

（
8
歳
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

お
し
ゃ
べ
り
広
場
は
い
ろ
ん
な
人
た

ち
の
意
見
が
聞
け
て
た
め
に
な
り
ま

す
。　
　
　
　
　
　

（
60
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

市
外
の
者
で
す
が
、
村
杉
の
う
ら
ら

の
森
に
立
ち
寄
っ
た
と
き
に
広
報
を

手
に
入
れ
て
い
ま
す
。
毎
月
連
載
の

｢

ク
ラ
ブ
サ
ー
ク
ル
紹
介｣

と｢

私

の
住
む
地
域｣

の
記
事
に
は
興
味
が

あ
り
ま
す
。
何
に
で
も
〝
い
わ
れ
〞

は
あ
る
ん
で
す
ね
。　

（
40
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

先
月
の
ク
イ
ズ
は
め
ず
ら
し
く
正
解

率
１
０
０
％
だ
っ
た
の
で
、
も
う
少

し
難
し
い
の
を
お
願
い
し
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　

（
10
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

   2
・
3
週
間
ま
で
は
家
の
裏
の
田
ん

ぼ
に
白
鳥
が
来
て
い
ま
し
た
。
ま
た

来
年
も
来
て
く
れ
る
と
い
い
の
で
す

が
。　
　
　
　
　
　

（
30
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

春
は
出
会
い
と
別
れ
の
季
節
と
は
よ

く
言
っ
た
も
の
で
す
。
4
コ
マ
マ
ン

ガ｢

か
っ
ち
ゃ
ん
き
ん
ち
ゃ
ん｣

の

終
了
、そ
し
て
広
報
担
当
者
の
卒
業
、

ご
苦
労
様
で
し
た
。
次
の
場
所
で
も

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

（
10
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

さ
ん

さ
ん
広
報
係
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。　
　
　
　

（
30
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

姥
ヶ
橋
の
須
藤
さ
ん
の
蒸
気
機
関
車
と

て
も
う
ら
や
ま
し
い
で
す
。
今
度
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
30
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● ｢

私
の
住
む
地
域｣

毎
月
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。　
　

（
60
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

耳
よ
り
情
報
で
防
災
チ
ェ
ッ
ク
の
こ

と
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。こ
こ
最
近
、

日
本
各
地
で
地
震
が
起
き
て
い
る
の

で
、
し
っ
か
り
準
備
し
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
あ
ら
た
め
て
感
じ

ま
し
た
。人
ご
と
じ
ゃ
な
い
で
す
よ
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
70
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

阿
賀
野
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
桜
の

開
花
状
況
が
タ
イ
ム
リ
ー
で
載
っ
て

い
て
助
か
り
ま
し
た
。
お
か
げ
で
各

所
満
開
の
桜
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　

（
30
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

広
報
ク
イ
ズ
は
い
つ
も
の
家
族
の
大

人
気
で
す
。
今
月
も
お
母
さ
ん
と
一

緒
に
や
っ
て
3
つ
ま
ち
が
い
を
見
つ

け
ま
し
た
。　
　
　

（
10
代
・
？
性
）

☆ 

広
報
ク
イ
ズ
が
き
っ
か
け
で
、
家
族

の
団
ら
ん
が
あ
る
と
思
う
と
作
っ
て

い
る
側
は
嬉
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら

段
々
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す

よ
！

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

新
年
度
初
の
広
報
の
た
め
か
、
予
算
か

ら
人
事
異
動
ま
で
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内

容
で
ご
苦
労
様
で
し
た
。
職
員
の
配
置

が
市
に
な
っ
て
か
ら
よ
く
わ
か
ら
な

か
っ
た
の
で
助
か
り
ま
し
た
。
ま
た
恒

例
コ
ー
ナ
ー
も
充
実
し
て
い
て
私
の
お

気
に
入
り
で
す
。 

（
50
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● ｢

お
し
ゃ
べ
り
広
場｣

の
イ
ラ
ス
ト

は
、一
般
の
人
で
も
出
し
て
い
い
の

で
す
か
?　

　
　
　

（
10
代
・
女
性
）

☆ 

大
歓
迎
で
す
よ
。
楽
し
い
イ
ラ
ス
ト

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● ｢

か
っ
ち
ゃ
ん
き
ん
ち
ゃ
ん｣

が
終

わ
っ
て
し
ま
い
残
念
で
す
。
ま
ち

が
い
さ
が
し
は
ち
ょ
っ
と
む
ず
か

し
か
っ
た
か
な
。　

 

（
8
歳
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

最
近
、
子
ど
も
た
ち
（
中
学
生
）
と

接
す
る
機
会
が
あ
る
の
で
す
が
、
漢

字
の
書
け
な
い
彼
ら
に
び
っ
く
り
し

て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
で
映
る｢

近
所｣

が｢

金
所｣

で
あ
っ
た
り
と
発
想
が

そ
う
な
っ
て
い
く
の
が
不
思
議
に
思

い
ま
す
。
狭
い
範
囲
で
の
漢
字
し
か

書
け
な
い
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん

い
る
こ
と
に
憂
い
を
感
じ
て
い
る
の

は
私
だ
け
で
は
な
い
と
思
う
の
で
す

が
・
・
・
。　
　
　
　
　

（
60
代
・
男
性
）

　

 

成
海
真
子
さ
ん
が
描
い
た
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー

　
　

文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
受
賞
作
品

　

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
性
能
や
使
い

勝
手
は
大
き
く
進
歩
し
て
い
ま
す
が
、

長
時
間
に
わ
た
る
無
理
な
装
用
や
不
適

切
な
レ
ン
ズ
ケ
ア
に
よ
っ
て
お
こ
る
目

の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
確
実
に
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

★
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
で
失
明
！？

　

「
目
の
中
で
レ
ン
ズ
が
割
れ
る
」
と
い
っ

た
事
故
は
め
っ
た
に
起
き
ま
せ
ん
。
そ
れ

よ
り
も
恐
ろ
し
い
の
は
、
レ
ン
ズ
に
増
殖

す
る
、
目
に
見
え
な
い
細
菌
や
微
生
物
で

す
。

　

「
角
膜
感
染
症
」
と
い
う
病
気
は
、
角

膜
に
細
菌
等
が
繁
殖
し
て
起
こ
り
ま
す
。

酸
素
透
過
性
の
高
い
ハ
ー
ド
コ
ン
タ
ク
ト

レ
ン
ズ
利
用
者
に
は
比
較
的
低
い
の
で
す

が
、
酸
素
透
過
性
が
低
い
ソ
フ
ト
コ
ン
タ

ク
ト
レ
ン
ズ
で
は
、
非
常
に
高
い
割
合
で

感
染
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
レ
ン
ズ
に

付
着
し
た
細
菌
が
目
の
細
胞
を
殺
し
、
場

合
に
よ
っ
て
は
失
明
の
危
険
性
も
あ
る
の

で
す
。

★
ア
カ
ン
ト
ア
メ
ー
バ
っ
て
？

　

ア
カ
ン
ト
ア
メ
ー
バ
と
は
、
角
膜
の

奥
に
入
り
、
増
殖
す
る
恐
ろ
し
い
ア

メ
ー
バ
で
す
。
ア
カ
ン
ト
ア
メ
ー
バ
に

犯
さ
れ
る
と
潰
瘍
を
起
こ
し
、
痛
み
で

目
が
開
け
ら
れ
な
く
な
り
、
最
悪
の
場

合
失
明
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
水

道
水
に
は
、
こ
の
ア
カ
ン
ト
ア
メ
ー
バ

が
混
ざ
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
水
道
水
の
み
で
の
お
手
入
れ
は
避

け
ま
し
ょ
う
。

★
ト
ラ
ブ
ル
は
ど
う
し
て
起
こ
る
の
？

　

原
因
と
し
て
は
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン

ズ
の
長
時
間
装
用
な
ど
不
適
切
な
使
い

大和小学校一年生の皆さんです

方
に
よ
る
も
の
と
、
間
違
っ
た
洗
浄
法

や
、
汚
れ
や
傷
が
つ
い
た
レ
ン
ズ
を
つ

け
る
な
ど
の
日
常
の
取
り
扱
い
の
不
備

に
よ
る
も
の
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

★
ど
う
す
れ
ば
い
い
？

　

毎
日
正
し
い
ケ
ア
さ
え
し
て
い
れ

ば
、
病
気
は
防
げ
ま
す
。
ハ
ー
ド
コ

ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
場
合
は
煮
沸
消

毒
、
ソ
フ
ト
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
場

合
は
、
き
ち
ん
と
こ
す
り
洗
い
を
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
使
い
捨
て
コ
ン
タ
ク

ト
レ
ン
ズ
は
使
用
期
限
を
き
ち
ん
と
守

り
、
友
人
や
家
族
間
で
の
貸
し
借
り
も

絶
対
厳
禁
で
す
。

　

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
は
簡
単
に
取
り

替
え
ら
れ
て
も
、
目
は
そ
う
は
い
き
ま

せ
ん
。
眼
障
害
に
発
展
す
る
前
に
、
適

切
な
ケ
ア
、
取
り
扱
い
、
定
期
検
診
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

圓
ま る や ま

山　徹
とおる

さん （京ヶ島第一・21 歳）

　化学製品製造工場にお勤めの圓山さんにイン
タビューしました。

●Q  簡単に言うとどんな仕事ですか？
　車や自転車のタイヤなどに使うカーボンを製
造しています。重油を使うため、仕事は〝暑い〟〝重
い〟〝汚い〟の重労働で、爪はいつも真っ黒です。
でも会社には従業員用のお風呂があるのでいつ
もそこで汗を流してから帰ります。

●Q 社会人2年目ということですが、仕事は慣れま
したか？

　3交替勤務なので、夜中に出かけたり、朝方
帰ってきたりとかなり不規則な生活をしていま
す。おかげで 1年で 5㎏も痩せてしまいました。

●●Q 学生と社会人の違いって何だと思いますか？
　上下関係でしょうか。同い年の集団から幅広
い年代の集団に変わり、同じ気持ちで喋ってい
られないというか、結構気を遣ってしまうとこ
ろは学生時代と違うと思います。

●Q 初めての給料はどのように使いましたか？
　確か車のホイールに使ったと思います。結構
浪費家です（笑）。

●Q 休日はどのように過ごしていますか ?
　車が好きなので、車をいじったり、ふらっと
ドライブに出かけたりしています。仕事が不規
則なので、自分から電話をしないと友達から遊
んでもらえませんからね、家でゴロゴロするこ
とはほとんどないです。

●Q  5 月 4 日は阿賀野市の成人式ですが、その実
行委員もされていますよね？

　すみません。実は仕事の関係で打ち合わせに
はあまり出ていなく、任せっきりです。当日は
しばらく会っていない仲間たちに会えるのが楽
しみです。

●Q 最後に、阿賀野市に期待することは？
　新潟市などに比べると何か物足りなく感じま
す。もっといろんな店がある都会になって欲し
いです。

　とてもシャイな圓山さん。楽しい成人式にな
るといいですね。ありがとうございました。

フレッシュクラブ

◇代　表　鈴木美由紀（上小中山）
　活動日　毎週 3水曜日　午後 8時～午後 9時 30 分
　場　所　笹神中学校 体育館
　連絡先　鈴木美由紀 ☎ 63 ー 8668、田中良子 ☎ 62 ー 3534

◇もっと教えて！
　とにかくバドミントンが盛んな笹神地区。他にもいくつかクラブが
あるので、大会が近くなるとお互いに練習に出向いたり、また迎えた
りしてコート待ち…なんてこともあります。
　またフレッシュクラブはバドミントン以外でも持ち前のチームワー
クと運動センスを生かして、マラソン大会やビーチバレー、ソフトボー
ル大会にも出場しています。過去には優勝した経験もあるのですよ！
　バドミントンはわりとハードなスポーツですが、ゲーム方式でやっ
ていると時間はあっという間に過ぎてしまいます。楽しくバドミント
ンをやりたい方、日ごろの練習不足を解消したい方など、いつでも見
学においでください。お待ちしています。

◇活動内容
　我がフレッシュクラブの歴史は古く、昭和 59 年に発足しました。
バドミントンが盛んな笹神地区で、親子バドミントン教室の延長で子
どもたちに負けじと親たちも始めたのが創設のきっかけです。その名
のとおり、気持ちの〝フレッシュ〟な、バドミントン好きの集まりです。
歴代の先輩たちの意思を受け継ぎ、我がクラブはアットホームな雰囲
気の中、バドミントンを楽しんでいます。

バドミントンは楽しい！

さとう ジェニファーアミさんふくち たかやさんはせがわ みずきさん こうち りくさんおおたけ しゅうさん

青春 ing に出てくれる人を探しています。
広報広聴係までご連絡ください。

※
記
事
は
11
ペ
ー
ジ
に
。
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R290

R460

R49

新潟市

新発田市

阿賀町

五泉市

福　永

● 

今
月
は 

福ふ

く

な

が永 

で
す 

●

福正寺五百羅漢像

『
阿
賀
野
市
賛
歌
』

だ
し
の
風
の
本
場

　

宝
珠
温
泉
や
サ
ン
ト
ピ
ア
ワ
ー
ル

ド
に
近
い
、
安
田
の
山
手
地
区
に
あ

る
福
永
集
落
は
、
国
道
２
９
０
号
に

並
行
し
て
縦
に
細
長
い
、
の
ど
か
な
集

落
で
す
。｢

安
田
だ
し
の
風 

福
永
お

ろ
し 

五
百
羅
漢
様
と
っ
て
投
げ
た
ー｣

と
安
田
盆
歌
に
歌
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
福
永
は
〝
だ
し
の
風
〞
の
本
場
。

車
は
倒
さ
れ
る
し
、
か
つ
て
山
の
中

腹
に
ら
せ
ん
状
に
並
ん
で
い
た
五
百

体
の
羅
漢
像
（
昭
和
62
年
安
田
町
指

定
文
化
財
）
も
こ
の
〝
だ
し
の
風
〞

に
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
い
ま
す
（
残
っ

た
58
体
は
現
在
寺
社
の
大
徳
寺
に
安

置
）。
ち
ょ
う
ど
農
繁
期
に
か
け
て
猛

威
を
奮
う
た
め
、
毎
年
他
の
地
域
の

6
割
ほ
ど
し
か
米
の
収
穫
が
見
込
め

ず
、
農
家
の
人
た
ち
は
長
年
こ
の
暴

風
に
苦
し
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

福
永
神
楽

　

毎
年
8
月
下
旬
の
盂う

ら

ぼ

ん

蘭
盆
に
五
穀

豊
穣
、
家
内
安
全
、
無
病
息
災
を
願
っ

て
福
永
神
楽
を
踊
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
神
楽
は
信
州
松
本
が
ル
ー
ツ
で
、

厳
か
な
舞
い
が
特
徴
。
新
発
田
か
ら

招
待
を
受
け
舞
い
に
行
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
由
緒
あ
る
神
楽
で
す
。
踊
る

人
は
時
代
の
変
化
で
減
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、｢

福
永
神
楽
保
存
会｣

を

結
成
し
た
こ
と
で
、
細
々
で
は
あ
り

ま
す
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
以

前
、
子
ど
も
た
ち
が
面
白
が
っ
て
真

似
し
て
い
る
姿
を
見
か
け
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
大
き
く
な
っ
た
ら
必
ず

や
踊
っ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

時
間
励
行
！ 

遅
刻
は
許
し
ま
せ
ん

　

私
た
ち
の
集
落
で
は
総
会
や
相
談

事
な
ど
集
落
の
会
合
が
あ
る
と
き
に
、

黙
っ
て
遅
刻
す
る
人
か
ら
は
罰
金
を

取
っ
て
い
ま
し
た
。
車
の
罰
金
同
様

手
き
び
し
く
、
高
額
な
罰
金
を
徴
収

す
る
た
め
、
設
置
当
時
は
か
な
り
の

抵
抗
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
な

か
な
か
来
な
い
人
を
待
っ
て
い
て
は

開
会
時
間
は
遅
れ
る
し
、｢

知
ら
な

い｣｢

聞
い
て
い
な
い｣

と
言
わ
れ
れ

ば
、
後
々
ト
ラ
ブ
ル
に
も
な
り
兼
ね
な

い
の
で
、
こ
の
約
束
事
は
徹
底
し
て

続
行
し
ま
し
た
。
結
果
、
無
断
欠
席
、

遅
刻
は
な
く
な
り
、
12
・
13
年
前
に

罰
金
制
度
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
今

は
午
後
7
時
開
会
で
あ
れ
ば
、
そ
れ

ま
で
に
全
員
揃
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

な
り
の
効
果
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
、
こ
れ
は
集
落
の
自
慢
に
挙
げ
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
罰
金
は
集
落
の
収
入

と
し
て
し
っ
か
り
積
ま
れ
て
い
ま
す

の
で
、
あ
し
か
ら
ず
。

（
取
材
協
力
＝
遠
藤
平
一
さ
ん
、

　

松
村
岳が

く

司じ

さ
ん
、
高
橋
浩
さ
ん
）

▼　

 

さ
ん
に
代
わ
っ
て
、
１
年
振
り
に
広
報

担
当
と
な
り
ま
し
た
「
博
太
郎
」
で
す
。
経

験
が
あ
る
と
は
い
え
、
環
境
や
編
集
ペ
ー
ス

の
違
い
に
か
な
り
戸
惑
っ
て
い
ま
す
。
今
月

号
は
、
行
動
力
バ
ツ
グ
ン
の　

 
さ
ん
と
、
広

報
新
人
な
が
ら
バ
リ
バ
リ
取
材
を
こ
な
す　
　

さ
ん
に
、
も
う
頼
り
き
り
で
し
た
（
ふ
〜
）。

予
算
の
都
合
で
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
が
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
そ
の
分
、
３
人
の
カ
ラ
ー
が
紙

面
に
出
せ
れ
ば
い
い
か
な
、
と
…
（
座
布
団

一
枚
！
）。
で
は
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

カ
ラ
ー
ね
（
座
布
団
全
部
持
っ
て
い
き
な
さ

い
！
）                           

（
博
太
郎
）

▼
笹
岡
集
落
へ
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
取
材
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
第
１
部
は
交
通
安
全
祈

願
祭
で
、
役
員
ほ
か
関
係
者
の
皆
さ
ん
が
名

前
を
呼
ば
れ
る
と
前
に
出
て
玉
串
を
奉
て
ん

し
て
い
ま
す
。
私
は
後
で
終
わ
る
の
を
待
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
突
然｢

阿
賀
野
市
よ
り

取
材
に
来
ら
れ
た　

さ
ん｣

と
名
前
が
呼
ば

れ
び
っ
く
り
。
隣
の
人
に｢

荷
物
持
っ
て
る

か
ら
早
よ
行
き
な
せ｣

と
言
わ
れ
、
恥
ず
か

し
な
が
ら
も
前
へ
行
き
二
礼
二
拍
手
一
礼
。

事
故
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
新
車
（
５
ヵ
月
）

を
ぶ
つ
け
ま
せ
ん
よ
う
に
。

▼
初
め
ま
し
て
。
４
月
か
ら
広
報
あ
が
の
を

担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
ぴ
ょ
ん
き
ち

で
す
。
初
め
て
の
カ
メ
ラ
の
重
さ
に
、
気
持

ち
ま
で
ず
っ
し
り
と
重
く
な
っ
た
あ
の
日
か

ら
早
一
ヵ
月
…
よ
う
や
く
少
し
ず
つ
慣
れ
て

…
い
や
…
う
〜
ん
（
笑
）
と
に
か
く
、
何
も

か
も
が
新
し
い
！
ま
さ
に
気
分
は
新
入
社

員
。
広
報
あ
が
の
入
社
記
念
に
新
し
く
デ
ジ

カ
メ
も
買
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
い
ろ
ん
な

阿
賀
野
市
を
見
て
写
し
て
書
い
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

1 2　　  A 3 4
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クイズの答え

住所

氏名・年齢・電話番号

今月号の感想などをお書
きください。

　

 

広
報
ク
イ
ズ
係 

行

阿
賀
野
市
役
所

9 5 9 2 0 9 2

　問題の答えと５月号の感想などをお書きの

上、あなたの住所・氏名・年齢・電話番号を

記入し、ハガキかＦＡＸ、Ｅメールで 5月 13

日（金）までに応募ください。ペンネームや

匿名での掲載を希望する方も、氏名は必ず書

いてください。

　正解者の中から抽選で毎月 10 人に 500 円

の図書券をプレゼントします。

ＦＡＸ： 0250 － 62 － 0281

E メール： kikaku@city.agano.niigata.jp

問題

二重枠の言葉をＡ～Ｇの順に並べて、阿賀野

市に関係のある言葉を作ってください。

　広報あがのでは、皆さんからのご意見ご感

想をお待ちしています。その他、地域の話題

や珍しい出来事、自慢のイラストなど、どし

どしお寄せください。

★４月号の正解は次のとおりです。
・後列右端の女性の髪の長さ
・蒸気機関車の線路の向き　・建物の屋根の長さ
〈応募総数 30 通　正解者 27 人〉
★４月号の当選者
・半田麻菜美さん ・酒井  千鶴さん ・羽賀  マサさん
・P.N アホさん ・P.N 司馬さん ・P.N 木村 太郎さん
・北見  志保さん ・佐藤  友美さん ・P.N へちまさん
・P.N たすきがけさん

■世帯数 36

■人　口 134
（4月１日現在）

安田支所から市営バス安田

循環線で約 7分

（福永消防車庫前下車）

　
子
供
の
頃
か
ら
聞
き
慣
れ
た
安
田

の
盆
踊
り
歌
に
、「
安
田
ダ
シ
の
風
、

福
永
颪(

お
ろ
し)

、
五
百
羅
漢
様

取
っ
て
投
げ
た
」
と
い
う
歌
詞
が
あ

り
ま
す
。

３
月
初
め
頃
の
春
一
番
か
ら
秋
ま

で
の
天
気
の
変
わ
り
目
に
は
、
必
ず

と
言
っ
て
よ
い
程
吹
き
荒
れ
る
安
田

名
物
ダ
シ
の
風
は
、
そ
の
前
兆
と
し

て
五
頭
、
宝
珠
の
山
並
み
か
ら
菅
名

岳
ま
で
、
白
い
風
霧
（
地
元
で
は
「
ボ

ラ
」
と
い
う
）
が
山
頂
に

か
か
る
の
が
特
徴
で
あ
り

ま
す
。

実
家
が
代
々
、
安
田

瓦
製
造
販
売
屋
根
工
事
業

を
営
ん
で
お
り
ま
し
た
の

で
、
常
に
５
、
６
人
の
住

み
込
み
の
弟
子
（
徒
弟
）

達
と
一
緒
の
生
活
を
し
て

お
り
ま
し
た
。
当
時
の
粘
土
瓦
の
製

造
方
法
は
、
原
材
料
の
粘
土
を
練
り

合
わ
せ
る
土
練
機
だ
け
が
機
械
化
さ

れ
、
そ
の
他
は
全
て
人
力
と
い
う
重

労
働
で
し
た
の
で
、
風
呂
に
入
っ
て

眠
る
こ
と
が
最
高
の
疲
労
回
復
法
で

し
た
。

そ
れ
で
も
若
者
で
す
。
お
盆
近

く
に
な
り
ま
す
と
太
鼓
の
音
に
釣
ら

れ
て
、
夜
毎
の
よ
う
に
夕
飯
も
そ
こ

そ
こ
に
飛
び
出
し
て
行
く
若
い
弟
子

達
の
姿
に
、
子
供
心
に
も
羨
ま
し
く

思
っ
た
も
の
で
す
。

「
ボ
ラ
」
の
話
題
か
ら
大
き
く
脱
線

し
ま
し
た
が
、
市
民
の
大
き
な
夢
と

希
望
に
応
え
な
が
ら
出
帆
し
た
阿
賀

野
丸
も
、
予
想
を
超
え
る
厳
し
い
航

海
を
初
体
験
し
ま
し
た
が
、
い
よ
い

よ
２
年
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
苦
し
い
財
政
事
情
で
し
た
が
、

三
位
一
体
と
い
う
国
の
改
革
に
も
堪

え
、
全
職
員
を
は
じ
め
議
会
等
の
ご

協
力
に
よ
り
、
よ
う
や
く
黎
明
の
輝

き
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

言
い
訳
に
な
る
と
思
い

ま
す
が
、
平
成
の
大
合
併

も
麻
生
総
務
大
臣
の
お
話

で
す
と
、
平
成
18
年
３
月

31
日
に
は
３
、
１
８
１
市

町
村
が
１
、
８
３
２
に
減

少
す
る
そ
う
で
す
。
本
県

も
１
１
１
か
ら
36
市
町
村

と
な
り
、
次
の
大
合
併
も

さ
さ
や
か
れ
始
め
ま
し
た
。
ま
た
お

隣
の
新
潟
政
令
指
定
都
市
の
姿
も
現

実
味
を
帯
び
て
き
ま
し
た
。

時
の
流
れ
は
無
視
で
き
ま
せ
ん

が
、
常
に
存
在
感
を
示
し
つ
つ
、
市

民
の
方
々
か
ら
阿
賀
野
市
に
な
っ
て

良
か
っ
た
、
と
実
感
し
て
頂
く
こ
と

に
専
心
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

楽
し
い
Ｇ
Ｗ
を
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。

『
ダ
シ
の
風
は
兆
し
風
』

ヒント：笹神地区に関係あります。

◎ヨコのカギ
 １ 今年は合同で５月４日、水原総合体育館で行われます。

 ５ 顔の一部。細くしたり、書いたり。

 ６ いい席はなかなか手に入りません。高いし……。

 ９ 縁日で露店を開いている人。「香具師」と書きます。

 10 掃除や洗濯と並んで、家事の大事な仕事。

 12 運動会で５位の人を抜いてゴール！　さて、何位？

 14 やさしい風ですね。○○風。

 15 31 日無い月の覚え方。「西向く○○○○」

◎タテのカギ
 １ 一番多く飲まれている緑茶の種類。

 ２ 技○○○、手○○○、催眠○○○

 ３ 阪神タイガースの旗は横、ユニフォームは縦。

 ４ 大相撲、けがには勝てません。

 ７ 名前と違って、プラスチック製が多いようです。

 ８ バレーボールでアタックが決まるかどうかは、これ次第？

 11 波打ち際、特に岩の多い場所のこと。

 13 これを二つ並べると、いやな感じ……。
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スマイルキッズ

平
成
17
年
５
月
１
日
発
行

編
集
・
発
行
／
阿
賀
野
市
役
所 

企
画
政
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【人の動き】 人口 48,491 人（－ 133） 男 23,428 人（－ 70） 女 25,063 人（－ 63） 世帯数 13,375（＋ 2)

平成 17 年４月１日現在（　）は前月比 出生 28 人・死亡 55 人・転入 140 人・転出 246 人

金子莉
り お

央ちゃん（11 ヵ月）／金田町（パパ聡さん・ママ由佳里さん）

　わたしのなまえは『りお』。みんなは『りおちゃん』ってよぶよ。
りおは おもちゃいーっぱい もってるけど、そのなかでも、ぞうさん
のでてくる えほんが おきにいりなの。ままやおばあちゃん、たまに
おにいちゃんも よんでくれるよ。おにいちゃんの もってるウルトラ
マンはかっこいいけど、りおは やさしいおにいちゃんが だぁいすき！
はやくおおきくなって、おにいちゃんと いっしょにあそびたいな。

　皆さん、ごきげんよう。我輩は
「亀太郎」である。近所の皆様は「亀
ちゃん」と呼んでくださっている。
我輩は 13 歳。人間だったら 70 く
らいになるだろうか。しかしこれ
でも平成生まれなのである。
　自分で言うのもなんだが、我輩
はシャイで、番犬としてはさっぱ
り役に立たない。ご主人様にはい
つもすまないと思っている。でも
そんな我輩を毎日散歩に連れて
いってくれ、美味しいご飯を食べ
させてくれるご主人様、普段なか
なか言えないが、いつもありがとう。そして、我輩が鎖を切って脱走した
時、絡まらないよう鎖を巻いてくださった見ず知らずの方、おかげ様で無
事家に帰ることができましたぞ。本当にありがとう。少し前からゼーゼー
咳き込み、調子が思わしくないが、体の動く限り頑張って歩き続けよう。

田中富作 さん（保田）宅の『亀太郎』くんでした。

右：莉央ちゃん

左：侑
あつ

生
き

くん（４歳）

 　5 月 3 日の山開きを前に、商工観光課の職員
が五頭山と宝珠山を下見登山してきました。
　事故がないように危険箇所を確認したり、案
内看板を設置したり、枝下ろしをしたり…。
　当日はたくさんの登山者をお待ちしています。

ちょっと寄席の雰囲気ではありませんが、ま
ぎれもなく、落語の独演会中です。「吉田東伍
記念博物館・友の会総会」終了後に、会員外の
方も参加して、楽しい時間を過ごしました。
出演は三遊亭慎楽さん（中島町）でした
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